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※ 年度（年）の表記について 

  新天皇の即位に伴う改元が行われたときは、本書に記載している「令和」の元号を用いた年度（年）の

表記は、それぞれに対応する新元号を用いた年度（年）を表すものとします。 
※ 本計画におけるインフラ管理に掛かる経費などの数値については、端数処理を行っているため、合計と 

内訳が一致しない場合があります。 
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第１章 インフラマネジメント計画について 

 

1 インフラマネジメントとは 

インフラマネジメントとは、コスト管理を含めた最も適切な手法で道路、橋りょう、公

園、下水道などの都市基盤施設（以下「インフラ」といいます。）の管理を行うことを言

います。市は、主に昭和３０年代から昭和４０年代までの高度経済成長期に、多くのイン

フラを整備し、市民生活の根幹を担うものとして管理しています。しかし、これら多くの

インフラの老朽化対策に加えて新しく造るインフラもあるため、今後の管理に係る経費は

今まで以上に膨大なものとなり、現状の市のインフラの管理経費では、これまでと同様に

管理し続けていくことができません。 

そのため、市においてもこれまで行ってきたインフラマネジメントの考え方を更に推進

し、適切にインフラを管理していくことが必要となります。 

 

 

2 インフラマネジメント計画とは 

インフラマネジメント計画とは、市民生活の安全を確保するために今後の持続可能なイ

ンフラ管理に係る方針や目標を定め、各インフラに関する施策や取組をまとめて、その効

果について明らかにした、インフラマネジメントの方向性を示す行政計画です。 

本市では、全国に先駆けて平成２５年１月に『府中市インフラマネジメント計画』を策

定し、推進してきました。以降、社会情勢の変化などを背景とし、平成３０年７月に『府

中市インフラマネジメント計画（２０１８年度）（以下『前計画』といいます。）』とし

て、改定しています。 

『府中市インフラマネジメント計画２０２５（以下『本計画』といいます。）』は、近

年の情勢を踏まえて『前計画』を新たなインフラマネジメントに関する視点から見直した

ものです。 
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図 １-３-１ 『本計画』の位置付け 

3 位置付け 

『本計画』は、上位計画である『第７次府中市総合計画』に基づき、『府中市インフラ

マネジメント白書（２０２３年度）（以下『白書』といいます。）』の現状調査を踏まえ、

関連計画である『府中市緑の基本計画２０２０』、『府中市下水道マスタープラン２０２

０』などと整合を図っています。 

また、市は国が公共施設等の戦略的な維持管理、更新などを推進するために定めた『イ

ンフラ長寿命化基本計画』における市の行動計画として『府中市公共施設等総合管理計画』

を策定しました。『本計画』は、『府中市公共施設等総合管理計画』の個別施設計画とし

て『府中市公共施設マネジメント推進プラン』と併せて位置付けています。 

今後は、『府中市街路樹の管理方針』、『府中市橋梁長寿命化修繕計画』など『本計画』

の対象としているインフラごとに計画や方針の策定を進めます。 

 

 

 

 

 

 

  

府中市公共施設等総合管理計画

公共施設建築物 インフラ

府中市公共施設
マネジメント推進プラン

府中市
インフラマネジメント計画

２０２５

基本計画

府中市インフラマネジメント白書
（２０２３年度）

行動計画

インフラマネジメント計画の根拠資料

個別施設計画（インフラ）

関連計画

府中市都市計画
マスタープラン

府中市人口ビジョン
及び 府中市

まち・ひと・しごと
創生総合戦略

府中市緑の基本計画
２０２０

その他関連計画
府中市街路樹
の管理方針

府中市橋梁
長寿命化修繕計画

府中市公園施設
長寿命化計画

府中市公共下水道
ストック

マネジメント計画

樹木 橋 公園 下水道

ｲﾝﾌﾗ
全般

【国】インフラ長寿命化基本計画第７次府中市総合計画

まち

緑

人口

その他

個別施設計画（公共施設）

府中市下水道
マスタープラン

２０２０
下水道
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4 目標と計画期間 

『本計画』は、『府中市公共施設等総合管理計画』と整合を図り、今後のインフラ管

理に関する課題に対応し、「インフラを市民共有の財産として、良好な状態で、過度な

負担を残すことなく、次世代に引き継ぎます」を目標とし、インフラを適切に次世代に

引き継ぐため、「安全性の確保」、「財政負担の軽減」、「取組の推進体制の構築」を基

本的な考え方とします。 

また、計画期間は、平成３０（２０１８）年度から令和３４（２０５２）年度までと

します。 

 

 
図 １-４-１ 『本計画』の目標 

 

   

図 １-４-２ 『本計画』の計画期間 

【目標】
インフラを市民共有の財産として、良好な状態で、
過度な負担を残すことなく、次世代に引き継ぎます

【基本的な考え方】

＜安全性の確保＞

インフラを良好な状態で
次世代に引き継ぐため、
安全性を確保します

＜財政負担の軽減＞

次世代に過度な負担を残さ
ないため、インフラを適正
な数量にすることで、財政
負担の軽減等を図ります

課題の解決に向けて、公共
施設とインフラの対策に連
携して取り組むなど、取組
の推進体制を構築します

＜取組の推進体制の構築＞

平成３０
（２０１８）

～
令和４

（２０２２）
年度

令和５
（２０２３）

～
令和９

（２０２７）
年度

令和１０
（２０２８）

～
令和１４

（２０３２）
年度

令和１５
（２０３３）

～
令和１９

（２０３７）
年度

令和２０
（２０３８）

～
令和２４

（２０４２）
年度

令和２５
（２０４３）

～
令和２９

（２０４７）
年度

令和３０
（２０４８）

～
令和３４

（２０５２）
年度

長期計画（２３年間）
令和１２年度～令和３４年度

中期計画（８年間）
令和４年度～令和１１年度

短期計画

（４年間）

平成３０年度
～令和３年度

計画期間（３５年間）
平成３０年度～令和３４年度

【計画期間】
平成30（2018）年度から令和34（2052）年度までの35年間
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5 改定の背景と目的 

【改定の背景】 

『前計画』を改定してから今回の改定に至る約６年間で起こった社会情勢の変化な

どは次のとおりです。 

 

① 施策の推進 

市では『前計画』を推進するため、『府中市道路舗装長寿命化修繕計画』、『府

中駅ペデストリアンデッキ維持管理計画』、『府中市公園施設長寿命化計画』を策

定するなど、インフラ管理における具体的な経費見通しを確認したうえで、ＰＤＣ

Ａサイクルにより進捗状況を確認する取組を継続してきました。インフラを市民共

有の財産として良好な状態で過度な負担を残すことなく次世代に引き継ぐため、各

施策をより良いものとして更に推進していく必要が生じています。 

 

② 第７次府中市総合計画の策定等 

『本計画』の上位計画にあたる『府中市総合計画』を令和４年３月に『第７次府

中市総合計画』として策定したことに加えて、令和６年３月に『府中市インフラマ

ネジメント白書（２０２３年度）』を改定しました。 

このことにより、上位方針等における基本的な方針を踏まえて『府中市インフラ

マネジメント計画』も見直す必要が生じています。 

 

③ 人口の減少と歳出の増加 

令和４年３月に策定した『第７次府中市総合計画前期基本計画』により、今後は、

人口の減少、少子高齢化などによる歳出の増加が見込まれています。 

 

『第７次府中市総合計画前期基本計画』 

 

『第７次府中市総合計画前期基本計画』における財政見通し 

 

本市の総人口の将来見通しは、令和 12 年（2030 年）の 26.2 万人をピークに減少に転

じ、令和 32 年（2050 年）には令和 2 年（2020 年）比で 4.8 パーセント減少、令和 42

年（2060 年）には同年比で 10.3 パーセント減少する見込みです。 

歳入の根幹である市税は、令和元年度（2019 年度）まで増加傾向にありましたが、新型

コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、今後の景気の動向が不透明な中、現在の状況

や今後の変動要因等を勘案し、横ばいになると見込んでいます。歳出では、高齢化の更

なる進展により、扶助費や繰出金などの社会保障関係経費の増加が予想されます。さら

に、今後、学校施設老朽化対策などの施設の更新や大規模修繕に掛かる費用が増大する

ほか、防災・減災対策や環境施策など、時代の要請に応じた施策も求められています。 

このため、今後も、新たな歳入の確保や事務事業の見直し等の行財政改革に引き続き取

り組むことで、歳入に見合った事業展開に努めるとともに、計画的に基金を積み立てる

など、将来への過度な負担とならないよう、持続可能な財政運営を行う必要があります。 
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【改定の目的】 

ＰＤＣＡサイクルに基づき、上位計画等の改定などを考慮して検討することで、更

にインフラマネジメントを効率的に行うことを目的としています。 

なお、令和６年３月に作成した『白書』は、引き続きインフラマネジメントを進め

ていくためにインフラ管理に係る現状や課題、管理経費などを改めて整理し、更新し

たものとなっています。 
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6 インフラの現状と課題 

（1）管理数量と歳出・歳入の予測結果 

1） 管理数量（『白書』６～７ページから一部抜粋） 

市が管理する令和５年３月末時点のインフラの規模及び数量は次のとおりです。 

 

表１-６-１ 管理数量 一覧表 

施設項目 数量 延長 面積 備考 

道路 

車 

道 

幹線市道 61 路線 88.549km 988,191 ㎡  

一般市道 2,410 路線 348.403km 1,729,962 ㎡  

合計 2,471 路線 436.952km 2,718,153 ㎡  

歩
道
等 

歩道 ― 171.112km 476,283 ㎡  

植樹ます 2,493 か所 ― ―  

道路附属物 

標 

識 

施設案内標識 833 基 ― ―  

警戒標識 195 基 ― ―  

その他標識 57 基 ― ―  

合計 1,085 基 ― ―  

街 

路 

灯 
交通安全灯 7,270 基 ― ―  

防犯灯 10,398 基 ― ―  

その他 1,150 基 ― ―  

合計 18,818 基 ― ―  

道路反射鏡 3,152 基 ― ―  

街
路
樹 

低木 62,243 ㎡ ― ―  

高木 8,767 本 ― ―  
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施設項目 数量 延長 備考 

橋りょう 

道路橋 21 橋 405m  

歩道橋 15 橋 402m  

合計 36 橋 807m  

立体横断施設等 

ペデストリアンデッキ 2 か所 ― 府中駅、府中本町駅、西府駅、

分倍河原駅及び多磨駅の各

付近 

エレベーター 12 基 ― 

エスカレーター 6 基 ― 

合計 20 か所 ―  

大型構造物 

建築物 2 か所 ― 
西府駅自由通路、多磨駅自

由通路 

擁壁 

ボックスカルバート 
6 か所 ― 

 

擁壁 9 か所 ―  

ボックスカルバート 5 か所 ―  

合計 22 か所 ―  

 

施設項目 箇所数 面積 備考 

公園緑地等 

市 

立 

公 

園 
都市公園 272 か所 1,315,154 ㎡  

スポットパーク 52 か所 7,569 ㎡  

広場 46 か所 24,149 ㎡  

府中多摩川かぜのみち 1 か所 35,048 ㎡  

市立公園以外の管理地 38 か所 71,765 ㎡  

合 計 409 か所 1,453,685 ㎡  

 

 

施設項目 管きょ延長 区域面積 備考 

下水道 

北多摩一号処理区 735,394m 2,505.73ha  

野川処理区 30,257m 219.47ha  

合計 765,651m 2,725.20ha 布設年度不明分を含む 

 

  

施設項目 面積 備考 

法定外公共物 

里道（赤道） 85,262 ㎡  

水路 167,798 ㎡  

市有通路 51,020 ㎡  
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2） 歳出の将来予測（『白書』１６６～１６９ページ、１７３ページ、１９０～１９２ページから一部抜粋） 

インフラの管理に係る維持管理費、補修更新費、人件費について、今後３０年間

（令和５年度～令和３４年度）の将来予測を算出します。 

ただし、下水道は他のインフラと分けて方針を考える必要があります。下水道は

一般会計ではなく 、令和２年度より公営企業会計となり、個別事業として状況や資

金運営の明確化を行っており、下水道使用料や起債などを財源に運営しています。

そのため、道路施設・公園緑地等と下水道の経費を分けて記載します。なお、下水

道の将来予測は『府中市下水道マスタープラン２０２０』により見通しを立ててい

ます。 

 

① 歳出の予測条件 

経費を予測するにあたって、インフラの現状の管理水準を維持するための、日常

的な管理や工事、補修を行うことを前提とします。実態の分析結果から維持管理費、

補修更新費、人件費の将来予測の条件を、それぞれ表１－６－２、表１－６－３、

表１－６－４のとおり設定します。なお、原則として各年度による増減を平準化す

るため、平成２９年度から令和４年度までの経費の年間平均に基づき、維持管理費、

補修更新費を算出します。 

 

表１－６－２ 維持管理に係る将来予測の条件 

施設項目 種別 予測の条件（実態の分析結果より） 

道路 

車道 

５年ごとに実施する路面性状調査の経費を見込んだ、過去６年間における経費

の年間平均を計上する。 

過去６年間の平均の面積増加分（＋７．５ｋ㎡／年）を計上する。 

歩道・植樹ます 過去６年間における経費の年間平均を計上する。 

道路 

附属物 

標識 

（案内標識、警戒標識、

その他標識） 

５年ごとに定期点検の経費を計上する。 

街路灯 
過去６年間における経費の年間平均を計上する。 

過去６年平均の年間増加分（＋２３４基／年）を計上する。 

道路反射鏡 
過去６年間における経費の年間平均を計上する。 

過去６年平均の年間延長増加分（＋１０基／年）を計上する。 

街路樹 令和５年度予算を計上する。 

橋りょう ５年ごとに実施する定期点検の経費等を計上する。 

立体横断施設等 
過去６年間における経費の年間平均を計上する。 

５年ごとに橋りょう・ペデストリアンデッキの定期点検等の経費を計上する。 

大型構造物 
過去６年間における経費の年間平均を計上する。 

５年ごとに定期点検の経費を計上する。 

公園緑地等 
令和５年度予算を計上する。 

過去６年間の平均の面積増加分（＋３，３６３㎡／年）を計上する。 

法定外公共物 過去６年間における経費の年間平均を計上する。 

道路等包括管理事業 全域２期が開始する令和６年度の予算を計上する。 

下水道※ 
『府中市下水道マスタープラン２０２０』（令和２年）を基に、令和２年度か

ら令和３１年度までの３０年間で見通した、維持管理費を転記している。 

※下水道事業では、日常的な清掃、部分的な補修などの経費を維持管理費としています。 
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表１－６－３ 補修更新に係る将来予測の条件 

施設項目 種別 予測の条件（実態の分析結果より） 

道路 

車道 

予防保全型管理（打換え更新→オーバーレイ補修）によるシミュレーションよ

り算出する。 

過去６年間の平均の面積増加分（＋７．５ｋ㎡／年）を計上する。 

歩道・植樹ます 過去６年間における経費の年間平均を計上する。 

道路 

附属物 

標識 

（案内標識、警戒標識、

その他標識） 

３年ごとに補修更新工事の経費を計上する。 

街路灯 
防犯灯と交通安全灯の球交換を３０年間で２回実施することを想定した経費を

計上する。 

道路反射鏡 過去６年間における経費の年間平均を計上する。 

街路樹 過去６年間における経費の年間平均を計上する。 

橋りょう 『府中市橋梁長寿命化修繕計画』（令和４年）より算出した経費を計上する。 

立体横断施設等 

『府中駅ペデストリアンデッキ維持管理計画』（令和２年）より算出した経費

を計上する。 

エレベーター新設費を計上する。 

大型構造物 
擁壁・カルバート修繕費を計上する。 

冠水表示板の更新費等を計上する。 

公園緑地等 

遊戯施設は、『府中市公園施設長寿命化計画』（令和５年）の設定予算を計上

する。 

便益施設は、１施設あたりの想定経費と箇所数より算出する。 

法定外公共物 過去６年間における経費の年間平均を計上する。 

下水道 

『府中市下水道マスタープラン２０２０』（令和２年）を基に、令和２年度か

ら令和３１年度までの３０年間で見通した、建設改良費と企業債償還費を転記

している。 

 

表１－６－４ 人件費に係る将来予測の条件 

種別 予測の条件（実態の分析結果より） 

人件費 令和４年度の人件費を計上する。 
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② 歳出の予測結果 

『白書』で試算した計画期間中のインフラの管理に関する歳出の予測結果は次の

とおりです。 

維持管理費は、日常的な清掃や部分的な補修などの保守、定期点検等に係る経費

です。そのため、管理数量や労務費単価の上昇、緊急対応により増加する可能性も

あります。 

  

表１－６－５ 維持管理費の将来予測 

施設項目 

30 年間の予測経費 

(令和 5 年度～ 

令和 34 年度) 

Ⅰ 

30 年間を平均化 

する場合の予測経費 

 

Ⅱ=Ⅰ÷30 

実績額 

（平成 29 年度～ 

令和 4 年度） 

Ⅲ 

30 年間を平均化 

する場合の予測経費と 

実績額の差額 

Ⅳ=Ⅱ-Ⅲ 

① 

道
路 

車道 55.26 億円 1.84 億円/年 1.77 億円/年 
0.07 億円/年 

（実績額比 4.0％） 

歩道・植樹ます 2.89 億円 0.10 億円/年 0.10 億円/年 0 億円/年 

道
路
附
属
物 

標識 0.39 億円 0.01 億円/年 （該当実績無し） 0.01 億円/年 

街路灯 30.51 億円 1.02 億円/年 0.85 億円/年 
0.17 億円/年 

（実績額比 20.0％） 

道路反射鏡 0.65 億円 0.02 億円/年 0.02 億円/年 0 億円/年 

街路樹 1.24 億円 0.04 億円/年 1.09 億円/年 
-1.05 億円/年 

（実績額比-96.3％） 

橋りょう 4.13 億円 0.14 億円/年 0.13 億円/年 
0.01 億円/年 

（実績額比 7.7％） 

立体横断施設等 10.21 億円 0.34 億円/年 0.33 億円/年 
0.01 億円/年 

（実績額比 3.0％） 

大型構造物 1.84 億円 0.06 億円/年 0.05 億円/年 
0.01 億円/年 

（実績額比 20.0％） 

公園緑地等 288.57 億円 9.62 億円/年 7.99 億円/年 
1.63 億円/年 

（実績額比 20.4％） 

法定外公共物 11.38 億円 0.38 億円/年 0.38 億円/年 0 億円/年 

② 道路等包括管理事業 205.97 億円 6.87 億円/年 5.17 億円/年 
1.70 億円/年 

（実績額比 32.9％） 

道路施設・公園緑地等 

（①） 
407.07 億円 13.57 億円/年 12.71 億円/年 

0.86 億円/年 
（実績額比 6.8％） 

合計額 

（① + ②） 
613.04 億円 20.43 億円/年 17.88 億円/年 

2.55 億円/年 
（実績額比 14.3％） 

 
     

下水道※1 653.36 億円 21.78 億円/年 21.93 億円/年 
-0.15 億円/年 

（実績額比-0.7％） 

※項目ごとに集計し、端数処理を行っているため、合計に記載している数値と内訳の合計値が一致しない場合があります。

※１：下水道における支出を含みます。  
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表１－６－６ 補修更新費の将来予測 

施設項目 

30 年間の予測経費 

(令和 5 年度～ 

令和 34 年度) 

Ⅰ 

30 年間を平均化 

する場合の予測経費 

 

Ⅱ=Ⅰ÷30 

実績額 

（平成 29 年度～ 

令和 4 年度） 

Ⅲ 

30 年間を平均化 

する場合の予測経費と 

実績額の差額 

Ⅳ=Ⅱ-Ⅲ 

道
路 

車道 214.11 億円 7.14 億円/年 6.81 億円/年 
0.33 億円/年 

（実績額比 4.8％） 

歩道・ 

植樹ます 
16.39 億円 0.55 億円/年 0.55 億円/年 0 億円/年 

道
路
附
属
物 

標識 0.79 億円 0.03 億円/年 (該当実績無し) 0.03 億円/年 

街路灯 11.90 億円 0.40 億円/年 0.98 億円/年 
-0.58 億円/年 

（実績額比-59.2％） 

道路反射鏡 0.65 億円 0.02 億円/年 0.02 億円/年  0 億円/年 

街路樹 7.21 億円 0.24 億円/年 0.24 億円/年  0 億円/年 

橋りょう 75.62 億円 2.52 億円/年 1.54 億円/年  
0.98 億円/年 

（実績額比 63.6％） 

立体横断施設等 53.30 億円 1.78 億円/年 0.40 億円/年  
1.38 億円/年 

（実績額比 345.0％） 

大型構造物 14.30 億円 0.48 億円/年 (該当実績無し)     0.48 億円/年 

公園緑地等 49.79 億円 1.66 億円/年 3.49 億円/年  
-1.83 億円/年 

（実績額比-52.4％） 

法定外公共物 6.58 億円 0.22 億円/年 0.22 億円/年  0 億円/年 

合計額 450.64 億円 15.02 億円/年 14.25 億円/年 
0.77 億円/年 

（実績額比 5.4％） 
     

下水道※1 792.46 億円 26.42 億円/年 7.85 億円/年  
18.57 億円/年 

（実績額比 236.6％） 

※項目ごとに集計し、端数処理を行っているため、合計に記載している数値と内訳の合計値が一致しない場合があります。 

※１：下水道における支出を含みます。 
 

表１－６－７ 人件費（所管課※1）の将来予測 

種別 
30 年間の予測経費 

(令和 5 年度～令和 34 年度) 

30 年間を平均化する場合の 

予測経費 

実績額 

（令和 4 年度） 

人件費 91.52 億円 3.05 億円/年 3.05 億円/年 

退職手当等 10.93 億円 0.36 億円/年 0.36 億円/年 

間接部門費 42.12 億円 1.40 億円/年 1.40 億円/年 

合計額 144.57 億円 4.81 億円/年 4.81 億円/年 

※項目ごとに集計し、端数処理を行っているため、合計に記載している数値と内訳の合計値が一致しない場合があります。 

※１：平成２９年度～令和元年度は管理課・土木課・公園緑地課、令和２年度～令和４年度は道路課（管理課と土木課が統

合）・公園緑地課のことを指します。 
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表１-６-８ 歳出の予測結果（維持管理費＋補修更新費＋道路等包括管理事業費＋人件費）  

施設項目 

30 年間の予測経費 

(令和 5 年度～ 

令和 34 年度) 

Ⅰ 

30 年間を平均化 

する場合の予測経費 

 

Ⅱ=Ⅰ÷30 

実績額 

（平成 29 年度～ 

令和 4 年度） 

Ⅲ 

30 年間を平均化 

する場合の予測経費と 

実績額の差額 

Ⅳ=Ⅱ-Ⅲ 

① 

道
路 

車道 269.37 億円 8.98 億円/年 8.58 億円/年 
0.40 億円/年 

（実績額比 4.7％） 

歩道・植樹ます 19.28 億円 0.64 億円/年 0.65 億円/年 
-0.01 億円/年 

（実績額比-1.5％） 

道
路
附
属
物 

標識 1.18 億円 0.04 億円/年 （該当実績無し） 0.04 億円/年 

街路灯 42.41 億円 1.41 億円/年 1.83 億円/年 
-0.42 億円/年 

（実績額比-23.0％） 

道路反射鏡 1.30 億円 0.04 億円/年 0.04 億円/年 0 億円/年 

街路樹 8.45 億円 0.28 億円/年 1.33 億円/年 
-1.05 億円/年 

（実績額比-78.9％） 

橋りょう 79.75 億円 2.66 億円/年 1.67 億円/年 
0.99 億円/年 

（実績額比 59.3％） 

立体横断施設等 63.51 億円 2.12 億円/年 0.73 億円/年 
1.39 億円/年 

（実績額比 190.4％） 

大型構造物 16.14 億円 0.54 億円/年 0.05 億円/年 
0.49 億円/年 

（実績額比 980.0％） 

公園緑地等 338.36 億円 11.28 億円/年 11.48 億円/年 
-0.20 億円/年 

（実績額比-1.7％） 

法定外公共物 17.96 億円 0.60 億円/年 0.60 億円/年 0 億円/年 

② 道路等包括管理事業 205.97 億円 6.87 億円/年 5.17 億円/年 
1.70 億円/年 

（実績額比 32.9％） 

③ 人件費 144.57 億円 4.82 億円/年 4.81 億円/年 
0.01 億円/年 

（実績額比 0.2％） 

道路施設・公園緑地等 
（①） 

857.71 億円 28.59 億円/年 26.96 億円/年 
1.63 億円/年 

（実績額比 6.0％） 

道路施設・公園緑地等 

道路等包括管理事業 

（① + ②） 

1,063.68 億円 35.46 億円/年 32.13 億円/年 
3.33 億円/年 

（実績額比 10.4％） 

合計額 
（① + ② + ③） 

1,208.25 億円  40.28 億円/年※2 36.94 億円/年 3.34 億円/年 

（実績額比 9.0％） 
 

④ 下水道※1 1,352.19 億円 50.08 億円/年 29.78 億円/年 
20.30 億円/年 

（実績額比 68.2％） 

下水道を含む合計額 

（① + ② + ③ + ④） 
2,560.44 億円 90.36 億円/年 66.72 億円/年 

23.64 億円/年 
（実績額比 35.4％） 

※項目ごとに集計し、端数処理を行っているため、合計に記載している数値と内訳の合計値が一致しない場合があります。 

※１：下水道分は、他施設項目との合算を行うにあたり、『府中市下水道マスタープラン２０２０』 における短期計画（令

和２～６年度）の総額に５分の２を乗じた額と中期計画（令和７～１１年度）及び長期計画（令和１２～３１年度）

の 総額を足した額を２７年間分（令和５～３１年度）として計上しています。また、下水道における支出を含みま

す。 

※２：「３０年間を平均化する場合の予測経費」合計額は、Ｐ１１０表３-３-１の『本計画』の施策実施による市民一人当

りの効果額の算出に用いる経費です。  
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3） 歳入の将来予測（『白書』１６６ページ、１６９ページ、１９４ページから一部抜粋） 

① 歳入の予測条件 

歳出の予測条件と同様の考えから、歳入の将来予測の条件を、表１－６－９のと

おり設定し、歳入を算出します。 

 

表１-６-９ 歳入に係る将来予測の条件 

種別 予測の条件（実態の分析結果より） 

占用料 
過去６年間における歳入額の年間平均を計上する。 

道路延長増加に伴う増額分を計上する。 

使用料 過去６年間における歳入額の平均額を計上する。 

補助金 
過去６年間における歳入額の年間平均より、歳出に対する補助金の割合を算出し、今後の予測

経費に適用する。 

自動車重量譲与税 
過去６年間における歳入額の年間平均を計上する。 

道路延長増加に伴う増額分を計上する。 

地方揮発油譲与税 
過去６年間における歳入額の年間平均を計上する。 

道路延長増加に伴う増額分を計上する。 

負担金 過去６年間における歳入額の年間平均を計上する。 

事業収入 過去６年間における歳入額の年間平均を計上する。 

手数料 過去６年間における歳入額の年間平均を計上する。 

その他 過去６年間における歳入額の年間平均を計上する。 

下水道 
『府中市下水道マスタープラン２０２０』（令和２年）を基に、令和２年度から令和３１年度

までの３０年間で見通した、収益的収入と資本的収入を転記している。 
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② 歳入の予測結果 

『白書』で試算したインフラの管理に関する歳入の予測結果は次のとおりです。 

なお、この歳入の予測結果の実績額は、各年度による増減を平準化するため、平

成２９年度から令和４年度までの６年間の平均額から算出しています。 

また、３０年間の予測結果については、実績額に基づき試算しています。 

 

表１-６-１０ 歳入の予測結果 

種別 

30 年間の予測結果 

(令和 5 年度～ 

令和 34 年度) 

Ⅰ 

30 年間を平均化 

する場合の予測結果 

 

Ⅱ＝Ⅰ÷30 

実績額 

（平成 29 年度～

令和 4 年度） 

Ⅲ 

30 年間を平均化 

する場合の予測結果

と実績額の差額 

Ⅳ＝Ⅱ-Ⅲ 

① 
 

占用料 112.34 億円 3.74 億円/年 3.67 億円/年 
0.07 億円/年 

（実績額比 1.9％） 

使用料 

(占用料以外) 
6.16 億円 0.21 億円/年 0.21 億円/年 0 億円/年 

補助金 48.26 億円 1.61 億円/年 1.41 億円/年 
0.20 億円/年 

（実績額比 14.2％） 

自動車重量譲与税 86.37 億円 2.88 億円/年 2.79 億円/年 
0.09 億円/年 

（実績額比 3.2％） 

地方揮発油譲与税 32.42 億円 1.08 億円/年 1.05 億円/年 
0.03 億円/年 

（実績額比 2.9％） 

負担金 0.81 億円 0.03 億円/年 0.03 億円/年 0 億円/年 

事業収入 3.25 億円 0.11 億円/年 0.11 億円/年 0 億円/年 

手数料 0.34 億円 0.01 億円/年 0.01 億円/年 0 億円/年 

その他 0.10 億円 0.003 億円/年 0.003 億円/年 0 億円/年 

合計額 

（①） 
290.05 億円 9.67 億円/年※2 9.28 億円/年 

0.39 億円/年 

（実績額比 4.2％） 
 

② 下水道※1 1,613.59 億円 59.76 億円/年 37.43 億円/年 
22.33 億円/年 

（実績額比 59.7％） 

下水道を含む合計額 

（① + ②） 
1,903.64 億円 69.43 億円/年 46.71 億円/年 

22.72 億円/年 

（実績額比 48.6％） 

※項目ごとに集計し、端数処理を行っているため、合計に記載している数値と内訳の合計値が一致しない場合があります。 

※１：下水道分は、他施設項目との合算を行うにあたり、『府中市下水道マスタープラン２０２０』における短期計画（令

和２～６年度）の総額に５分の２を乗じた額と中期計画（令和７～１１年度）及び長期計画（令和１２～３１年度）

の 総額を足した額を２７年間分（令和５～３１年度）として計上しています。また、下水道における収入を含みま

す。 

※２：「３０年間を平均化する場合の予測結果」合計額は、Ｐ１１０表３-３-１の『本計画』の施策実施による市民一人

当りの効果額の算出に用いる数値です。 

  



16 

 

4） 歳出・歳入の予測結果の評価（『白書』１９８～２００ページから抜粋） 

１３ページ、１５ページの歳出及び歳入の予測結果の評価は次のとおりです。 

 

  【歳 出】 

① 合計額 

インフラ管理に係る歳出の実績額は３６．９４億円／年です。それに対して、予

測経費は、４０．２８億円／年です。比較すると、実績額の９．０％にあたる３．

３４億円／年の不足が生じます。 

また、下水道の支出を含めた全体の実績額は６６．７２億円／年です。それに

対して、予測経費は、９０．３６億円／年です。比較すると、実績額の３５．

４％に当たる２３．６４億円／年の不足が生じます。 

 

② 車 道 

車道の実績額は８．５８億円／年です。それに対して、予測経費は８．９８億円

／年です。比較すると、実績額の４．７％にあたる０．４０億円／年の不足が生じ

ます。 

車道の管理に必要な経費が不足すると、路面に空いた穴を塞ぐことや舗装の補修

更新が十分に実施できなくなることなどが想定されます。 

 

③ 歩道・植樹ます 

歩道・植樹ますの実績額は０．６５億円／年です。それに対して、予測経費は 

０.６４億円／年です。比較すると、植栽管理等が道路等包括管理事業に含まれた

ことなどにより、実績額の－１．５％にあたる０．０１億円／年の超過が生じます。 

 

④ 標 識 

案内標識等の維持管理は、道路等包括管理事業の事業内容に含まれているため、

標識の実績額はありません。それに対して、予測経費は０.０４億円／年です。比

較すると、０.０４億円／年の不足が生じます。 

標識の管理に必要な経費が不足すると、破損の補修や新設等ができなくなること

などが想定されます。 

 

⑤ 街路灯 

街路灯の実績額は１．８３億円／年です。それに対して、予測経費は１．４１

億円／年です。比較すると、実績額の－２３．０％にあたる０．４２億円／年の

超過が生じます。 

 

⑥ 道路反射鏡 

道路反射鏡の実績額は０.０４億円／年です。それに対して、予測経費は同額の

０.０４億円／年です。 

道路反射鏡の管理に必要な経費が不足すると、点検・清掃や破損の補修、新設が

できなくなることなどが想定されます。 
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⑦ 街路樹 

街路樹の実績額は１．３３億円／年です。それに対して、予測経費は０．２８億

円／年です。比較すると、樹木剪定業務が道路等包括管理事業に含まれたことなど

により、実績額の－７８．９％にあたる１．０５億円／年の超過が生じます。 

 

⑧ 橋りょう 

橋りょうの実績額は１．６７億円／年です。それに対して、予測経費は２．６６

億円／年です。比較すると、実績額の５９．３％に当たる０．９９億円／年の不足

が生じます。 

橋りょうの管理に必要な経費が不足すると、破損の補修や架け替えができなくな

ることなどが想定されます。 

 

⑨ 立体横断施設等 

立体横断施設等の実績額は０．７３億円／年です。それに対して、予測経費は 

２．１２億円／年です。比較すると、実績額の１９０．４％に当たる１．３９億円

／年の不足が生じます。 

立体横断施設等の管理に必要な経費が不足すると、エレベーター・エスカレータ

ー・ペデストリアンデッキにおける破損の補修や大規模改修ができなくなることな

どが想定されます。 

 

⑩ 大型構造物 

大型構造物の実績額は０．０５億円／年です。それに対して、予測経費は０．５

４億円／年です。比較すると、実績額の９８０．０％に当たる０．４９億円／年の

不足が生じます。 

大型構造物の管理に必要な経費が不足すると、擁壁・ボックスカルバート・自由

通路などにおける破損の補修や大規模改修ができなくなることなどが想定されま

す。 

 

⑪ 公園緑地等 

公園緑地等の実績額は１１．４８億円／年です。それに対して、予測経費は 

１１．２８億円／年です。比較すると、実績額の－１．７％にあたる０．２０億

円／年の超過が生じます。 

 

⑫ 法定外公共物 

法定外公共物の実績額は０．６０億円／年です。それに対して、予測経費は同額

の０．６０億円／年です。 

法定外公共物の管理に必要な経費が不足すると、水路の補修更新工事ができなく

なることなどが想定されます。 
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⑬ 道路等包括管理事業 

道路等包括管理事業の実績額は、令和３年度から市全域を対象として開始した全

域１期の予算額である５．１７億円 年です。それに対して、予測経費は６．８７

億円／年です。比較すると、実績額の３２．９％にあたる１．７０億円／年の不足

が生じます。道路等包括管理事業の予測経費は、令和６年度から開始する全域２期

の予算額を今後も計上することを想定しており、実績額の基となった全域 1 期とは

事業内容が異なります。 

 

⑭ 人件費 

人件費の実績額は４．８１億円/年です。それに対して、予測経費は４．８２億

円／年です。 

人件費の予測結果は、実績額が将来も継続することを想定しています。人件費に

は、給与のほか退職手当、市の組織を運営するために必要な間接経費を含みます。 

 

⑮ 下水道 

下水道の実績額は２９．７８億円／年です。それに対して、予測経費は５０．０

８億円／年です。比較すると、実績額の６８．２％にあたる２０．３０億円／年の

経費の不足が生じます。 

今後は老朽化対策費や建設改良費が増加する見込みを踏まえ、基金の積立てと運

用を計画的に行うなど、財源の確保に努める必要があります。 

 

【歳 入】 

① 合計額 

インフラ管理に係る歳入の実績額は９．２８億円／年です。それに対して、予測

収入は９．６７億円／年です。比較すると、実績額の４．２％に当たる０．３９億

円／年の増加を見込みます。この増加の要因は、インフラの総量の増加に伴う占用

料・地方譲与税の増加を見込んだことによるものです。 

また、下水道の収入を含めた全体の実績額は４６．７１億円／年です。それに対

して、予測収入は６９．４３億円／年です。比較すると、実績額の４８．６％にあ

たる２２．７２億円／年の増加を見込みます。この増加の要因は、管きょの老朽化

対策のための企業債償還費などの増加を見込んだことによるものです。 
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（2）『前計画』で掲げた施策の実施結果 

市は、『前計画』に掲げる施策を、実現可能なものから実施してきました。その結

果、「府中市インフラマネジメント計画評価等委員会（以下「評価等委員会」といい

ます。）」から、「市では、府中市橋梁長寿命化修繕計画や府中市道路舗装長寿命化

修繕計画、府中駅ペデストリアンデッキ維持管理計画、府中市緑の基本計画２０２０、

府中市公園施設長寿命化計画、府中市下水道マスタープラン２０２０を策定するなど、

ＰＤＣＡサイクルにより進捗状況を確認する取組を継続している。特に、道路占用料

の適正化、大径木の間引き、道路等包括管理事業等が効果を上げていると評価できる。」

との評価を受けました。『前計画』を改定してからの約６年間で実施した具体的な施

策は次のとおりです。 

1） インフラ管理全体 

歳入の確保に関して、府中市道路占用料徴収条例を平成２９年度に改正、平成３

０年度から適用し、道路占用料の適正化を実施しました。また、令和元年度に複写

を廃止し証明書に一元化することでサービス料金の適正化を実施しました。 

市民への周知活動として、パンフレットの作成を実施し、市施設への設置や協働

まつり等で配布しました。また、平成３０年度に市が進めるインフラマネジメント

の内容を周知するためのシンポジウムを開催しました。 

 

2） 維持管理 

官民連携手法の推進及び維持管理業務の効率化に関して、平成２６年度から試行

的に実施した道路等包括管理事業について、業務内容の見直しや区域の拡大等の試

行を踏まえて、令和３年度からは市全域で運用しており、区域の拡大等により管理

経費増大の抑制と市民サービス向上の両立が図られています。また、令和５年度よ

り府中市立公園のうち府中公園ブロックにおいて公園緑地等の指定管理者制度を導

入し、指定管理者による管理を実施しています。 

さらに、管理情報の電子化による維持管理業務の効率化の取組として、平成３０

年度よりインフラマネジメントシステムを導入しています。 

市民の協働による管理として、平成２６年度に導入した『府中まちなかきらら』

の制度を令和２年度に改正し、公園内にある花壇に草花の植付けや管理も含めた運

用をしています。 
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3） 補修更新 

ライフサイクルコストの効率化等を図るために、現状のインフラの調査並びに管

理のための計画及び方針の策定をしました。特に、『府中市道路舗装長寿命化修繕

計画』、『府中駅ペデストリアンデッキ維持管理計画』、『府中市公園施設長寿命

化計画』を策定し、対象施設について計画的な管理に取り組んでいます。また、街

路灯や公園灯においては、平成２９年度よりＥＳＣＯ事業を導入し、ＬＥＤ照明へ

の一斉更新、維持管理を実施しており、電気使用料や環境負荷低減へ貢献していま

す。そのほかにも、街路樹や公園樹木の大径木等の間引きによるせん定費用の削減

が図られています。 
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（3）インフラ管理の課題 

『前計画』における課題及び『本計画』の５ページの「改定の背景と目的」にある

ような社会情勢などの変化を考慮して、評価等委員会で検討した結果から、新たに認

識したインフラ管理の課題は、次の５項目です。 

 

1） 橋りょう等の大型構造物及び道路附属物の安全点検や補修更新の取組 

橋りょうやアンダーパス、擁壁等の大型構造物及び道路附属施設については、

施設の老朽化に加え近年のゲリラ豪雨等の頻発を考慮すると、不測の劣化や倒壊

を招かないよう劣化状況を継続的かつ効率的に把握し、定期的な安全点検や管理

記録の蓄積等を行い、予防保全に活用することが必要です。 

 

2） 府中市総合計画等にあわせた本計画の見直し 

令和４年度から運用された第７次府中市総合計画に沿って現在の施策の見直し

や必要に応じた新たな取組の追加を行い、より実効性があるインフラマネジメン

ト計画とする必要があります。 

 

3） バランスに配慮するとともに、インフラの特性に応じた府中市公共施設等総合管

理計画の運用 

公共建築物とインフラの総合的なマネジメントを推進するため、双方が連携し

てバランスに配慮した財政運営が必要です。そのため、人口減少や少子高齢化に

よる財政の圧迫を考慮しつつ市全体としてインフラ管理の重要性を認識し、ＰＤ

ＣＡサイクルにおいて施策・取組の実績や効果を確認する必要があります。また、

量を大きく削減すると市民の生命や財産の安全に直結してしまうインフラの特性

に対応して、必要なインフラ予算を確保できるように大胆に予算配分を見直すこ

とが必要です。 

 

4） インフラ管理に対する市民の理解を得るとともに、市民自身でできる取り組みを

推進するための取組 

現在のインフラ管理水準を維持できなくなると、道路の陥没や橋りょうの落下

等により日常生活を続けることができなくなる危険性があります。市民には、イ

ンフラ管理をすることは絶対に必要であることを理解してもらうとともに、市民

自身でできる取り組みを主体的に進めてもらうことが重要です。 

市は、市民の理解を得られるよう、広報誌を活用するなど、より一層積極的に

働きかけ、インフラを大切に利用してもらうことや市のインフラ管理をサポート

する意識を持ってもらえるような市民協働の施策をさらに講じる必要があります。  
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5） 新たな視点について 

近年のＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：２０１５年９月の国連サミ

ットで採択された２０３０年までに持続可能な国際開発目標）やＥＳＧ［環境

（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance）に配慮した企業活

動］等の社会的価値観の変化に沿った活動を市や関連する委託事業者等の企業が

取り組むことを検討することが必要です。 
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第２章 『本計画』の方針について 

 

1 『本計画』の視点と施策方針 

（1）インフラマネジメントに関する視点 

２１、２２ページの「インフラ管理の課題」を解決するため、次の６つの視点でマ

ネジメントを行います。 

 

1） インフラの状況・公共サービスのニーズに応じたマネジメント 

インフラの在り方を検討するためには、現在の状況を十分に把握した上で、今後

の必要な機能、配置及びサービスを検討する必要があります。 

これまでは、市全域において同一の機能を提供することを目的として、インフラ

の整備を行いました。しかし、今後は、市民の人口構成の変化が予想されることか

ら、人口の変化に伴うニーズの変化にハード及びソフトの双方から対応できる公共

サービスが一層求められているため、インフラの状況・公共サービスのニーズに応

じたマネジメントを行います。また、限られた財源で施設の安全性を保っていくた

めに、パトロール及び定期的に行っている点検の結果から、必要なものを見極めた

上で対応します。 

 

2） 中長期的なマネジメント 

インフラマネジメントを進めていくためには、ライフサイクルコストの考えが重

要となります。今後の厳しい財政事情を踏まえると、インフラの新設に係る経費だ

けではなく維持管理及び補修更新に係る経費を含めた中長期的な見通しに基づく、

予算措置や取組の実施が必要です。 

具体的には、予防保全型の管理を推進するため、インフラごとに長寿命化計画や

方針などを策定します。 

 

3） 財政への影響を踏まえたマネジメント 

インフラの老朽化が進んでいることから、今後の維持管理及び補修更新に要する

経費は増加します。一方で昨今では、物価高騰や資材価格の高騰、人件費の上昇な

どを主要因として、インフラ管理のための十分な予算が確保されているとは言えな

い状況にあります。 

そのため、このようなインフラに係る経費の実態及び財政に与える影響を勘案し

て、インフラマネジメントの方向性を考える必要があります。また、持続可能な財

政運営を可能とするための歳入を確保することと並行して、インフラの維持管理及

び補修更新に要する経費の増大の抑制を行います。また、道路等包括管理事業及び

指定管理者制度等を始めとしたＰＰＰの観点から、民間事業者が有するノウハウの

積極的な導入・拡充を行います。 
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4） 関係部署との連携によるマネジメント 

市は、今後のインフラの在り方をこれまでの枠にとらわれず、全庁的かつ総合的

な視点で望ましい方向性を検討する必要があるため、関係部署との調整及び合意形

成を前提に連携していきます。 

 

5） 市民及び民間事業者との協働によるマネジメント 

今後インフラを管理していくためには、必要な施策及び取組に対して限られた財

源を分配していくことになります。その場合は、市は市民の合意形成を図る必要が

ありますが、その一方で、市民には、施設の管理及び運営の受け皿になることが期

待されています。 

また、民間事業者が要するノウハウの積極的な導入により協働の可能性を検討し

ていきます。 

 

6） インフラＤＸの推進によるマネジメント 

近年、デジタル化の進展や社会情勢、市民ニーズなど、インフラ管理に係る環境

は目まぐるしく変化しています。また、今後は、インフラの老朽化によるインフラ

に係る経費増加や、市職員の減少が想定されるなか、デジタル技術の活用により業

務効率や生産性、市民サービスの向上を図る必要があります。 

そのため、インフラの安全点検や管理記録の蓄積にＡＩやＲＰＡ、ＩｏＴなどの

最新のデジタル技術を導入することなどにより、インフラの維持管理及び補修更新

に要する経費増大を抑制するような効率的な維持管理を行います。また、市民要望・

相談等に係る行政サービスのデジタル化や、災害時におけるホームページやＳＮＳ

等のデジタルツールによる情報の発信を検討することなどにより、市民サービスの

向上を図ります。 
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（2）『本計画』の施策方針 

２４、２５ページで示した６つの視点を、インフラ管理全体、維持管理及び補修更

新の施策方針に反映し、それぞれの方針に基づき施策と取組を行います。 

 

1） インフラ管理全体の施策方針 

 

① 歳入の確保 

適正な受益者負担を図ることによるサービス料金の適正化、花壇・ベンチなどへ

のスポンサー制度やインフラ全体に対するネーミングライツ、クラウドファンディ

ング等の導入など、インフラ管理に必要な歳入確保の施策及び取組を推進します。 

 

② 市民への周知活動 

市のインフラ管理の現状及び財政状況を、積極的に公開し、市民がこれらの状況

を正確に把握できるようなシンポジウムなどの取組を実施することで、インフラマ

ネジメントへの理解を深められるようにします。 

 

2） 維持管理の施策方針 

 

① ＤＸの推進 

道路占用許可申請などの各種行政手続きについて、オンライン申請が可能なシス

テムを構築するなど、ＤＸの推進を図ります。従来窓口対応としていた行政手続き

をオンライン化することにより、市民及び民間事業者への効率的な対応を推進しま

す。 

 

② 官民連携手法の推進 

市が行う業務の中で、民間事業者のノウハウを活用することができる業務は、道

路等包括管理事業、指定管理者制度などを導入・拡充することにより、効率的な運

営を推進します。 

 

③ 管理情報の電子化による効率化 

道路及び公園の管理に必要な図面や資料を一元管理するためにインフラマネジ

メントシステムを導入しています。今後は、未掲載のものを電子化して、システム

に追加搭載することで、予防保全及び効率的な補修作業に活用していきます。 

 

④ 市民との協働による管理 

インフラ管理に関する市民との協働推進のために、インフラ管理ボランティア制

度などの施策の拡充を図ります。 
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3） 補修更新の施策方針 

 

① ライフサイクルコストの効率化 

インフラの長寿命化計画を策定・改定する際には、ライフサイクルコストを縮減

する視点で検討します。 

具体的には、予防保全の考え方を基本とし、施設ごとに補修更新の時期、内容な

どについて検討し、最も適した手法の導入に取り組みます。 

 

② 集約化及び合同化 

インフラは市民生活に直接関わるため、基本的に廃止することが困難ですが、街

路樹の間引きなどにより、管理経費増大の抑制に取り組みます。 

また、既存施設の集約化及び合同化により適正な規模を検討します。 
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2 『本計画』の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-２-１ 『本計画』の考え方 

１）橋りょう等の大型構造物及び道路附属物の安全点検や補修更新の取組 

２）府中市総合計画等にあわせた本計画の見直し 

３）バランスに配慮するとともに、インフラの特性に応じた府中市公共施設等総合管理計 

画の運用 

４）インフラ管理に対する市民の理解を得るとともに、市民自身でできる取り組みを推進 

するための取組 

５）新たな視点 

インフラ管理の課題 

インフラマネジメントに関する視点 

【目 標】 インフラを市民共有の財産として、良好な状態で、 
過度な負担を残すことなく、次世代に引き継ぎます 

【安全性の確保】 
インフラを良好な状態で次世代に引き

継ぐため、安全性を確保します 

【財政負担の軽減】 
次世代に過度な負担を残さないため、

インフラを適正な数量にすることで、

財政負担の軽減等を図ります 

【取組の推進体制の構築】 

課題の解決に向けて、公共施設とイン

フラの対策に連携して取り組むなど、

取組の推進体制を構築します 

『本計画』の施策方針 

基本的な考え方 

５）市民及び民間事業者との協働による 

マネジメント 

 

４）関係部署との連携によるマネジメント 

１）インフラの状況・公共サービスの 

ニーズに応じたマネジメント 

 ２）中長期的なマネジメント 

３）財政への影響を踏まえたマネジメント 

 

 

・歳入の確保 

・市民への周知活動 

インフラ管理全体 
 

・ＤＸの推進 

・官民連携手法の推進 

・管理情報の電子化による効率化 

・市民との協働による管理 

維持管理 
 

・ライフサイクル     

コストの効率化 

・集約化及び合同化 

補修更新 

府中市インフラマネジメント計画２０２５ 

６）インフラＤＸの推進によるマネジメント 

 

反映 
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3 計画改定時に廃止及び統合した取組 

『本計画』の改定時に廃止及び統合した『前計画』の取組は次のとおりです。 

 

表２-３-１ 計画改定時に廃止及び統合した取組 

施策・施設（２０１８年時） 取組（２０１８年時） 廃止及び統合した理由 

イ
ン
フ
ラ
管
理
全
体 

⑥法定外公共物の活用 2 市道の廃止 

市道の廃止だけでは、効果が図れず、市道の

廃止は売払いを行う前段階の工程と判断した

ため、新⑥―１の取組【法定外公共物の売払

いの推進】に統合する。 

⑧インフラの新設等を

する場合の要否の判

断制度 

1 インフラの新設等を

する場合の検討会の

設置 

令和４年４月に狭あい道路の拡幅に関する条

例が施行され、要否の判断を行うための会議

体を設ける必要が無くなったため、廃止とす

る。 

⑫公園緑地等の管理に

おける官民連携の推

進 

2 公園緑地等の道路等

包括管理事業の導入 

新⑫―１の取組【公園緑地等の指定管理者制

度等の導入及び拡充】の等の部分に『道路等

包括管理事業』が含まれると判断し、統合す

る。 

3 公園緑地等における

新たな管理手法の導

入 

新⑫―１の取組【公園緑地等の指定管理者制

度等の導入及び拡充】の等の部分に『新たな

管理手法』が含まれると判断し、統合する。 

補
修
更
新 

⑱標識 3 計画的な更新 
新⑱―２の取組【定期的な調査と更新の実

施】に統合する。 

⑳道路反射鏡 3 計画的な更新 
新⑳―２の取組【パトロール・点検に基づく

更新の実施】に統合する。 

㉓大型構造物 
3 長寿命化修繕計画の

策定 

パトロール・点検と調査の結果を踏まえ、必

要な補修工事等を行う対応とすることから、

新㉓―２の取組【定期的な調査と補修等の実

施】に統合する。 

㉕公園緑地等（遊具

等） 

3 遊具等の集約化及び

合同化 

新㉕―２の取組【府中市公園施設長寿命化計

画に基づく更新及び集約化・合同化】に統合

する。 

㉖公園緑地等（便益施

設・その他施設） 

3 便益施設等の集約化

及び合同化 

新㉖―２の取組【便益施設等の計画的な更新

及び集約化・合同化】に統合する。 

㉗法定外公共物 3 市道の廃止 

市道の廃止だけでは、効果が図れず、市道の

廃止は付替及び交換を行う前段階の工程と判

断したため、新㉗―２の取組【法定外公共物

の付替及び交換の推進】に統合する。 
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4 府中市におけるＤＸ 

  

行政手続きや暮らしにおけるサービスの向上 

 行政サービスのデジタル化・オンライン化による

手続きの迅速化 

デジタルツールの活用による市民理解の促進 

 ホームページや SNS 等のデジタルツールの活用

を通じた市民周知の効率化 

 AI 等の活用による作業の効率化・安全性の確保 

 ICT を活用した通報制度等の整備による情報取得

の迅速化・効率化 

AI 等の活用による現場の安全性や効率性の向上 

 管理情報の電子化の整備 

 3 次元データ活用環境の整備 

ＤＸを支えるデータ活用環境の実現 

府中市におけるＤＸ（デジタルトランスフォーメーション） 

デジタル技術を活用し、市民サービスの向上を図ります。 

インフラへの市民理解の促進と安全・安心で豊かな生活を実現 

DＸとは  

 

インフラ分野のＤＸとは、社会経済状況の激

しい変化に対応し、インフラ分野においてもデ

ータとデジタル技術を活用して、市民のニーズ

を基に社会資本や公共サービスを変革すると共

に、業務そのものや、組織、プロセス、建設業

等の文化・風土や働き方を変革し、インフラへ

の市民理解を促進すると共に、安全・安心で豊

かな生活を実現することです。 

（参考：国土交通省インフラ分野の DX 推進本部 第 1 回資料（令和２年７月）https://www.mlit.go.jp/tec/content/200729_02.pdf） 

「モノ」のDX

誰もが簡単に
インフラを理解

「知識・経験」
のDX

誰でもすぐに現場で活躍

「行動」のDX

どこでも可能な現場確認

DX
業務、組織、プロセス、文化

・風土、働き方の変革

インフラ 

管理全体 

市
民
へ
の
周
知
活
動
の
強
化 

維持管理 

行
政
手
続
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化 

補修更新 

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た 

イ
ン
フ
ラ
管
理 

【道路等包括管理事業で利用している不具合通報システム】 
現在、道路等包括管理事業にて利用している不具合の通報システム 

について、市民の皆様が今よりも気軽に利用することができるように 

システムの改修を検討していきます。 

 
【AI を利用した道路状況の不具合発見】 

 パトロール・点検の際に使用する車両に搭載した車載器で取得した 

画像データ等から、AI により舗装の損傷箇所やカーブミラー、標識等 

の道路附属物を検出することがで 

きます。今後、実証実験を継続し、 

対象物の経年変化や状態の判断が 

可能になれば、保全計画の重点化 

・効率化を図ることができるよう 

になると考えられます。 

【SNS を活用した市民への周知活動】 
インフラマネジメントの取組を周知するため、 

SNS を利用してわかりやすい広報を戦略的に行います。 

⚫ インフラマネジメントの取組や、インフラの魅力を 

SNS で情報発信 

⚫ 道路クリーンアッププロジェクトやコミュニティ 

ガーデン講座の様子を継続的に情報発信 

⚫ イベント出展情報や当日のイベントの状況をライブ配信 

【道路占用許可申請等のオンライン化】 
 これまでは、道路占用許可申請書を道路課窓口にて紙媒体で 

受付を行っておりました。オンラインでの受付を行うことで、 

業務改善及び事務処理の効率化を図ります。 

【市民協働まつりの様子】 【道路クリーンアッププロジェクト】 【府中市道路課 公式 X】 

【道路クリーンアッププロジェクトの周知】 

【道路占用許可申請ページ】 

【道路状況の不具合発見の様子】 

【道路の不具合相談入力画面】 

こちらから 

お問合せ可能です 

【府中市の道路に 
関する要望・相談】 

件名：【府中市の道路に関する要望・相談】  

【府中市の道路に関する要望・相談をご記入く

ださい。】 

お名前： 

ご連絡先： 

要望・相談の内容： 

宛先：

Cc/Bcc、差出人： 

道路上に突き出し看板や足場を設置したり、道路地下に埋設管を設置する場合は、占用許可の申請が必要です。  

下記のフォームから申請をお願いします。 

○道路法第 32 条の規定により許可を申請します。 

○道路法第 35 条の規定により協議します。 

※個人、法人、団体の方など、一般には「道路法 32 条の規定による許可申請」を選択してください。  

 入力画面を一時保存する →  次の画面へ進む 

入力 1 入力 2 入力 3 確認 完了 

道路占用許可申請 

入力フォーム 

こちらから 

閲覧可能です 

https://www.mlit.go.jp/tec/content/200729_02.pdf
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第３章 『本計画』による取組と効果について 

1 施策の体系 

  
図３-１-１ 『本計画』施策の体系

目
標

分
類

施
策

方
針

施
策

取
組

インフラを市民共有の財産として、良好な状態で、過度な負担を残すことなく、次世代に引き継ぎます

インフラ管理全体 維持管理 補修更新

「歳入の確保」 「市民への周知活動」
「ＤＸの推進」

「官民連携手法の推進」
「管理情報の電子化による効率化」

「ライフサイクルコストの効率化」
「集約化及び合同化」

「市民との協働
による管理」

①

サ
ー
ビ
ス
料
金
の
適
正
化

⚫

サ
ー
ビ
ス
料
金
の
適
正
化

②

下
水
道
使
用
料
の
適
正
化

⚫

下
水
道
使
用
料
の
適
正
化

③

新
た
な
歳
入
手
法
の
導
入

⚫

花
壇
、
ベ
ン
チ
な
ど
へ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
等
の
導
入

⚫

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
の
検
討

⚫

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
の
導
入
の
検
討

④

道
路
占
用
料
の
適
正
化

⚫

道
路
占
用
料
の
見
直
し

⑤

公
園
の
占
用
料
及
び
使
用
料
の
適
正
化

⚫

公
園
の
占
用
料
及
び
使
用
料
の
見
直
し

⑥

法
定
外
公
共
物
の
活
用

⚫

法
定
外
公
共
物
の
売
払
い
の
推
進

⑦

公
園
緑
地
等
の
利
活
用

⚫

公
園
緑
地
等
の
利
活
用

⑧

市
民
へ
の
周
知
活
動

⚫

親
し
み
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
及
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

利
用
し
た
情
報
発
信

⚫

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

⚫

出
前
講
座
の
実
施

⚫

能
動
的
な
市
民
周
知
の
方
法
等
の
検
討

⑨

行
政
手
続
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

⚫

道
路
占
用
許
可
申
請
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
導
入

⑩

道
路
等
包
括
管
理
事
業

⚫

道
路
等
包
括
管
理
事
業
の
実
施

⑪

イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
活
用

⚫

イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
へ
の
デ
ー
タ
の
集
約
化

⑫

公
園
緑
地
等
の
管
理
に
お
け
る
官
民
連
携
の
推
進

⚫

公
園
緑
地
等
の
指
定
管
理
者
制
度
等
の
導
入
及
び
拡
充

⑬

不
具
合
の
通
報
制
度

⚫

不
具
合
の
通
報
制
度
の
拡
充

⑭

イ
ン
フ
ラ
管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

（
府
中
ま
ち
な
か
き
ら
ら
）

⚫

イ
ン
フ
ラ
管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
周
知

⚫

イ
ン
フ
ラ
管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
拡
充

⑮

車
道

⚫

パ
ト
ロ
ー
ル
・
点
検

⚫

定
期
的
な
調
査
の
実
施

⚫

府
中
市
道
路
舗
装
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
く
管
理

⑯

歩
道
・
植
樹
ま
す

⚫
パ
ト
ロ
ー
ル
・
点
検

⚫

府
中
市
街
路
樹
の
管
理
方
針
に
基
づ
く
管
理

⑰

街
路
樹

⚫

パ
ト
ロ
ー
ル
・
点
検

⚫

府
中
市
街
路
樹
の
管
理
方
針
に
基
づ
く
せ
ん
定
・
刈
込
み

⚫

定
期
的
な
除
草

⚫

安
全
な
通
行
空
間
の
確
保
等
に
伴
う
街
路
樹
の
伐
採

⑱

標
識

⚫

パ
ト
ロ
ー
ル
・
点
検

⚫

定
期
的
な
調
査
と
更
新
の
実
施

⑲

街
路
灯

⚫

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
等
の
導
入

⚫

灯
柱
等
の
調
査
・
更
新

⑳

道
路
反
射
鏡

⚫

パ
ト
ロ
ー
ル
・
点
検

⚫

パ
ト
ロ
ー
ル
・
点
検
に
基
づ
く
更
新
の
実
施

㉑

橋
り
ょ
う

⚫

パ
ト
ロ
ー
ル
・
点
検

⚫

法
定
点
検
の
実
施

⚫

府
中
市
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
く
管
理

㉒

立
体
横
断
施
設
等

⚫

パ
ト
ロ
ー
ル
・
点
検

⚫

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
法
定
点
検
の
実
施

⚫

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
維
持
管
理
計
画
の
見
直
し

⚫

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
定
期
的
な
点
検
の
実
施

㉓

大
型
構
造
物

⚫

パ
ト
ロ
ー
ル
・
点
検

⚫

定
期
的
な
調
査
と
補
修
等
の
実
施

㉔

公
園
緑
地
等
（
植
栽
・
花
壇
）

⚫

パ
ト
ロ
ー
ル
・
点
検

⚫

公
園
樹
木
の
間
引
き

⚫

植
栽
・
花
壇
の
集
約
化
及
び
合
同
化

⚫

ス
ポ
ッ
ト
パ
ー
ク
及
び
公
共
植
栽
地
の
統
廃
合
等
に
よ
る

見
直
し

㉕

公
園
緑
地
等
（
遊
具
等
）

⚫

パ
ト
ロ
ー
ル
・
点
検

⚫

府
中
市
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
更
新
及
び

集
約
化
・
合
同
化

㉖

公
園
緑
地
等
（
便
益
施
設
・
そ
の
他
施
設
）

⚫

パ
ト
ロ
ー
ル
・
点
検

⚫

便
益
施
設
等
の
計
画
的
な
更
新
及
び
集
約
化
・
合
同
化

㉗

法
定
外
公
共
物

⚫

パ
ト
ロ
ー
ル
・
点
検

⚫

法
定
外
公
共
物
の
付
替
及
び
交
換
の
推
進

㉘

下
水
道

⚫

府
中
市
公
共
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に

基
づ
く
計
画
的
な
運
用

施
設

取
組
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2 施策の取組内容  

【施策の取組内容の見方】 
 

 
  

  

この施策の最終的
な到達点を示して
います。 

この施策について
の現状や市が認識
している課題を示
しています。 

施策・施設の名称を
示しています。 

「施策目標」達成に
向けた方針を示し
ています。 

『インフラマネジ
メント計画（２０１
８年度）』時の「施
策目標」達成に向け
た短期計画を示し
ています。 

『インフラマネジ
メント計画（２０１
８年度）』時の「施
策目標」達成に向け
た具体的な取組を
示しています。 

「施策目標」達成に
向けた中期計画を
示しています。 
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「施策目標」達成に
向けた中期計画に
おける具体的な取
組を示しています。 

施策の実施による
効果の算出方法を
示しています。 

「施策目標」達成に
向けた長期計画を
示しています。 

施策と関係するＳ
ＤＧｓのゴールを
示しています。 
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① サービス料金の適正化 

 

 

 

令和元年度に、複写の発行事務を廃止し、サービス料金を一元化しました。一元化後

においては、手数料・使用料の見直しに関する基本方針に基づき、適正料金を検討して

きました。今後も引き続き、適正料金を検討していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 
サービス料金の一

元化 

受益者負担の観点から、複写料金の

適正な額を算出し、料金体系を一元

化します。 

 受益者負担の適正化が図

れます。 

 歳入が確保できます。 

 

 

 

 

 

■ 施策目標 

受益者負担の観点から、適正なサービス料金の検討を行います。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

平成２８年度に導入した窓口セルフサービスシステムの運用の実績を検証し、イン

フラ管理に係る適正なサービス料金を検討していきます。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

・サービス料金の一元化について検討します。 

・窓口セルフサービスシステムの運用実績を検証します。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

■ 中期計画 

サービス料金の適正化を検討します。 

インフラ管理全体（歳入の確保） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 
サービス料金の適

正化 

受益者負担の観点から、複写料金の

適正な額を算出し、料金体系を検討

していきます。 

 受益者負担の適正化 

 歳入の確保 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

令和４年度を基準とし、見直したサービス料金との差額分が効果額となります。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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② 下水道使用料の適正化 

 

 

 

令和２年度に策定した府中市下水道マスタープラン２０２０において、施設の現状把

握と老朽化に対する維持管理方針を定め、下水道財政の見通しを示していますが、今後

も、施設の老朽化に伴い増加する補修更新費用に対応した中長期的な下水道事業の財政

見通しとともに、適正な下水道使用料を確保する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 
下水道使用料の適

正化 

公営企業会計の導入により、中長期

的な下水道事業の財政を見通した経

営戦略を基に、下水道使用料を検証

し適正化を行います。 

 適切な使用料収入が確保

できます。 

 

 

■ 施策目標 

中長期的な下水道事業の財政を見通した府中市下水道事業経営戦略に基づき、

適正な下水道使用料を確保します。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

中長期的な下水道事業の財政を見通した府中市下水道事業経営戦略を策定し、補修

更新費用に対する財源として、適正な下水道使用料を確保します。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

公営企業会計の導入とともに、中長期の下水道財政を見通した経営戦略を策定し、

下水道使用料を検証し適正な使用料を確保します。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

■ 中期計画 

公営企業会計の導入とともに、中長期の下水道財政を見通した府中市下水道事業経

営戦略を策定し、下水道使用料を検証し適正な使用料を確保します。 

インフラ管理全体（歳入の確保） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 
下水道使用料の適

正化 

公営企業会計の導入により、中長期

的な下水道事業の財政を見通した府

中市下水道事業経営戦略を基に、下

水道使用料を検証し適正化を行いま

す。 

 使用料収入の確保 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

中長期的な下水道事業の財政を見通した府中市下水道事業経営戦略を令和２年度に

策定し、下水道事業経営における経常収支比率や経費回収率を明らかにする中で、下

水道使用料の適正化を確認しています。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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③ 新たな歳入手法の導入 

 

 

 

クラウドファンディング制度など、市が対象を決定して募集する手法や導入の可能性

を検討しています。東京都屋外広告物条例では、道路や公園等のインフラに広告物等を

表示することについて、公共的目的を持つ場合及び寄附行為によるものを除き、禁止さ

れています。そのため、広告物等を表示しない方法で、制度の導入の可能性を検討する

必要があります。また、その他の新たな歳入手法について、積極的に検討する必要があ

るほか、管理経費増大の抑制につながる手法についても検討します。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 

花壇、ベンチなど

へのスポンサー制

度の導入 

花壇の維持管理によるまちの美化、

遊具やベンチの更新時点で、制度を

導入します。 

 管理経費が削減できます。 

2 
ネーミングライツ

の導入 

東京都屋外広告物条例を考慮し、制

度を導入します。 
 歳入が確保できます。 

■ 施策目標 

新たな歳入を確保するための手法や管理経費増大の抑制につながる手法の 

検討及び導入をします。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

他市等が実施している事例を参考に、道路施設や公園施設を対象としたスポンサー

制度及びクラウドファンディング制度等の導入を検討します。対象施設について、導

入する場合における課題を検討します。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

・花壇などへのスポンサー制度の導入を検討します。 

・ネーミングライツの導入を検討します。 

・新たな歳入手法に関し基礎的な情報収集を行い、導入を検討します。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

インフラ管理全体（歳入の確保） 
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3 
新たな歳入手法の

導入 

ふるさと納税、クラウドファンディ

ングなどの新たな歳入手法を導入し

ます。 

 歳入が確保できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 

花壇、ベンチなど

へのスポンサー制

度等の導入 

花壇の維持管理によるまちの美化、

遊具やベンチの更新時点で、制度を

導入します。 

 管理経費増大の抑制 

2 
ネーミングライツ

の導入の検討 

東京都屋外広告物条例を考慮し、制

度の導入を目指します。 

 歳入の確保 

 管理経費増大の抑制 

3 

クラウドファンデ

ィング等の導入の

検討 

ふるさと納税、クラウドファンディ

ングなどの新たな歳入手法の導入を

目指します。 

 歳入の確保 

■ 中期計画 

有効な制度等の導入を目指します。 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

導入した制度等で得た歳入及び抑制できた歳出を効果額とします。 

■ 長期計画 

 

より有効な制度等の導入を目指すとともに、導入済みの制度の拡充を目指します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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④ 道路占用料の適正化 

 

 

 

本市では、平成２９年度に受益者負担の観点から固定資産評価額を用いた占用料の算

定方法へ変更し、令和４年度までを経過措置期間とし地域の実情に合った道路占用料へ

の見直しを行いました。今後、３年ごとに実施される固定資産評価額の評価替えに合わ

せて占用料の見直しの検討を行い、占用料改正が必要であれば改正手続きを実施し、道

路占用料の適正化を図る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 
道路占用料の見直

し 

道路占用料を固定資産評価額の評価

替えをする３年ごとに検証し、必要

に応じて見直します。 

 受益者負担の適正化が図

れます。 

 歳入が確保できます。 

 

 

 

 

 

■ 施策目標 

受益者負担の観点から、適正な道路占用料の金額を維持します。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

道路占用料を３年ごとに適正であるかを検証し、必要に応じて見直します。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

改正した府中市道路占用料徴収条例を施行します。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

■ 中期計画 

固定資産評価額の評価替えに合わせて、占用料を見直します。 

インフラ管理全体（歳入の確保） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 
道路占用料の見直

し 

道路占用料を固定資産評価額の評価

替えをする３年ごとに検証し、必要

に応じて見直します。 

 受益者負担の適正化 

 歳入の確保 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

 【該当年度の電気・ガス・電話・法定外（一時使用を除く）の占用料の合計】と【令

和４年度実績額】の差額を効果額とします。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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⑤ 公園の占用料及び使用料の適正化 

 

 

 

市では受益者負担の適正化を図るため、公園の占用料、使用料などの利用料の適正化

を目的とする検討を進めます。 

適正な公園の占用料、使用料などの利用料の算出方法及び対象とする施設を選定する

ための情報を収集する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 
公園の占用料及び

使用料の見直し 

適正な公園の占用料、使用料、駐車

場などの利用料の算出方法を見直し

ます。 

 受益者負担の適正化が図

れます。 

 歳入が確保できます。 

 

 

 

 

 

 

■ 施策目標 

受益者負担の観点から、公園の占用料、使用料などの利用料を適正化します。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

適正な公園の占用料、使用料などの利用料の算出方法を検討し見直します。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

適正な公園の占用料、使用料、駐車場などの利用料の算出方法を見直します。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

■ 中期計画 

適正な公園の占用料、使用料などの利用料の算出方法を見直します。 

インフラ管理全体（歳入の確保） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 
公園の占用料及び

使用料の見直し 

適正な公園の占用料、使用料などの

利用料の算出方法を見直します。 

 受益者負担の適正化 

 歳入の確保 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

令和４年度を基準とし、見直した占用料・使用料との差額分が効果額となります。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 



 
 

46 

 

 

⑥ 法定外公共物の活用 

 

 

 

国から市に譲与された法定外公共物を対象に、隣接土地所有者などからの申請に基づ

き売払いを行っています。 

法定外公共物の売払いが可能な箇所の把握や歳入の確保などのための活用を検討し、

市内部で活用見込みがない法定外公共物については、歳入確保及び維持管理経費増大の

抑制を図るために、市からの売払いを更に推進する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 
法定外公共物の売

払いの推進 

法定外公共物の活用を検討した結果

に基づき、積極的に隣接土地所有者

に売払います。 

 歳入が確保できます。 

 受益者負担の適正化が図

れます。 

2 市道の廃止 
公共の用途に供さなくなった市道を

廃止します。 
 管理経費が削減できます。 

 

 

 

 

■ 施策目標 

法定外公共物の売払いを推進します。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

法定外公共物の活用を検討し、市道（認定道路）の廃止も進めながら、市から主体

的に隣接土地所有者に売り払います。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

・法定外公共物の売払いが可能な箇所を把握するための情報収集を行い、売払いを推

進します。 

・公共の用途に供さなくなった市道を廃止します。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

インフラ管理全体（歳入の確保） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 
法定外公共物の売

払いの推進 

法定外公共物の活用を検討した結果

に基づき、積極的に隣接土地所有者

に売払います。 

 歳入の確保 

 管理経費増大の抑制 

■ 中期計画 

隔年で実施している活用検討委託の成果を踏まえ、売払い可能と判断した法定外公

共物に接する土地所有者に売払い案内のポスティング等を行い、積極的に売払いを推

進します。 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

計画実施前との比較で、取組を推進することでの歳入の増加分を効果額とします。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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⑦ 公園緑地等の利活用 

 

 

 

市には多くの公園緑地等があり、市民に親しまれ利用されています。こうした公園緑

地等に多くの維持管理費がかかっているため、財政負担の軽減を図る必要があります。 

ふちゅうロケーションサービスでは府中市の魅力を広く発信するため映画やドラマ

などの撮影支援を行っており、市内の公園緑地等をロケ地として有料で貸し出しを行っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 
公園緑地等の利活

用 

公園緑地等の一部を利用して、臨時

駐車場、臨時店舗、占用遊び場など

として有料で貸し出すことにより、

歳入の確保を目指します。 

 歳入が確保できます。 

 

 

 

 

 

■ 施策目標 

公園緑地等の一部を利活用します。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

公園緑地等の一部を民間事業者に有料で貸し出し利活用します。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

公園緑地等で歳入を確保するための利活用を検討します。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

■ 中期計画 

施策を導入し、効果を検証します。 

インフラ管理全体（歳入の確保） 



 
 

49 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 
公園緑地等の利活

用 

公園緑地等の一部を利用して、臨時

店舗、占用遊び場などとして有料で

貸し出すことにより、歳入の確保を

目指します。 

 歳入の確保 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

公園の一部をドラマや映画等の撮影現場として貸し出し、その際に徴収した利用料

を効果額とします。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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⑧ 市民への周知活動 

 

 

 

インフラの老朽化により将来の管理経費が膨大になることから、市民に愛着を持って

大切に利用していただくなどの協力が必要不可欠です。具体的には、インフラを安全に

利用するための管理方針を、早急に考えていかなければならないため、令和５年度に白

書を改定し市民との協働によるインフラの維持管理を推進しており、ホームページ、イ

ベントなどで市のインフラマネジメントの取組を周知しています。また、平成３０年度

にシンポジウムを開催しました。 

しかし、令和５年度総合計画に関する市民意識調査の結果、インフラマネジメント計

画の認知度にあたる肯定率は約３．５％のため、Ｘ（エックス）等の各種ＳＮＳの運用

を開始し、継続的にインフラマネジメントに関する情報を発信する必要があります。 

 

 

 

 

 

  

■ 施策目標 

各取組を通じて積極的な周知を行い、市民意識調査などでの 

インフラマネジメント計画の認知度向上を目指します。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

インフラマネジメントについて様々な取組により、インフラ管理の実態を市民へ周

知し、認知度を高め、理解を求めます。また、市民との協働によるインフラの維持管

理につなげます。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

・市民へのパンフレットを配布します。 

・シンポジウムを開催します。 

・出前講座を開設します。 

・（仮称）インフラ検定の制度を検討します。 

インフラ管理全体（市民への周知活動） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 
パンフレットの作

成 

インフラマネジメントを解説するパ

ンフレットを作成し配布します。 

 インフラ管理に関する市

民の理解が深まり、協働

につながることを期待し

ています。 

2 
シンポジウムの開

催 

インフラマネジメントの経緯、方針

及び内容を説明し、市民の意見を聞

くシンポジウムを開催します。 

 インフラ管理に関する市

民の理解が深まり、協働

につながることを期待し

ています。 

3 出前講座の実施 

市民及び民間事業者が集まる場へ職

員が出向き、市が取り組むインフラ

マネジメントを解説します。 

 インフラ管理に関する市

民の理解が深まり、協働

につながることを期待し

ています。 

4 
（仮称）インフラ

検定の開催 

インフラ管理に関する市民の理解を

深めるため、（仮称）インフラ検定

を開催し、正答率が高い市民を認定

します。 

 インフラ管理に関する市

民の理解が深まり、協働

につながることを期待し

ています。 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 

親しみやすいパン

フレット等の作成

及びＳＮＳ等を利

用した情報発信 

市民等から募集したイラストなどを

積極的に採用したパンフレット等を

作成するとともに、Ｘ（エックス）

等を始めとしたＳＮＳでインフラマ

ネジメントに関する取組等の写真や

動画を幅広い世代の市民に向けて発

信します。 

 インフラマネジメント計

画の認知度向上 

2 
シンポジウムの開

催 

インフラマネジメントの経緯、方針

及び内容を説明し、市民の意見を聞

くシンポジウムを４年に１度開催し

ます。 

 インフラマネジメント計

画の認知度向上 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

■ 中期計画 

市民意識調査などで、インフラマネジメント計画の認知度３０％以上を目指します。 

■ 取組一覧 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

3 出前講座の実施 

市民及び民間事業者が集まる場へ職

員が出向き、市が取り組むインフラ

マネジメントを解説します。 

 インフラマネジメント計

画の認知度向上 

4 
能動的な市民周知

の方法等の検討 

市民が自発的に学べるインフラ検定

などの取組の導入を検討します。 

 インフラマネジメント計

画の認知度向上 

■ 効果の算出方法 

 

市民意識調査などで、インフラマネジメント計画の認知度を把握します。 

■ 長期計画 

 

市民意識調査などで、インフラマネジメント計画の認知度６０％以上を目指します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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市民から寄せられたイラスト一覧 
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⑨ 行政手続等のオンライン化 

 

 

 

道路占用については、府中市道路占用規則第２条で道路の占用許可を受けようとする

者は道路占用許可申請書を市長へ提出しなければならないこととなっており、年間、約

1,500 件の申請を窓口で受付処理をしています。そのほかに自費工事申請、一時使用許

可願及び法定外公共物の占用等の申請（約 1,000 件）を受け付けており、業務繁忙のた

め、事務効率の改善が必要な状況にあります。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

 ―（新たな施策）   

 

 

 

 

 

 

■ 施策目標 

オンライン申請を併用することで窓口業務の改善を図り、 

業務時間内の事務処理の効率化を図ります。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

各種手続きのオンライン化を図ります。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

―（新たな施策） 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

■ 中期計画 

LoGo フォームを活用した申請手続きを実施します。 

維持管理（ＤＸの推進） 
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オンライン申請による
手続きの効率化

市民サービスの向上 業務の効率化

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 

道路占用許可申請

等のオンライン申

請の導入 

道路占用許可申請等の提出を窓口

だけではなく、LoGo フォームを活

用したオンライン申請もできるよ

うにします。 

 業務の効率化 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

オンライン申請を導入したことによる、職員の窓口対応に要していた時間の削減（人

件費）を効果額とします。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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⑩ 道路等包括管理事業 

 

 

 

府中市道路等包括管理事業は、平成２６年度から段階的に事業区域の拡大や業務内容

を見直しつつ、令和３年度から市全域を対象に実施してきました。 

また、この施策は、全国初の取組であることから、市内事業者への説明会や意見交換

会を行うとともに、市民等へ周知を行い、事業への理解や認知度が向上するよう進めて

いますが、更なる周知が必要となっています。 

令和６年度からは、事業期間と業務内容を拡大して府中市道路等包括管理事業（全域

２期）として取り組んでおり、インフラ管理を効率的かつ継続的に行う中枢の取組とし

て、予防保全型の管理を推進するため、新技術やデジタル技術を組み込むことや多くの

市内事業者が参加できる事業にする必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 施策目標 

道路等包括管理事業の業務内容を精査し、事業規模を拡大します。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

契約の更新時期に合わせて業務内容や事業規模を見直します。 

また、市及び事業者で性能発注の考え方を深め予防保全型管理を推進し、更なる市

民満足度の向上を図るとともに、管理経費増大の抑制を目指します。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

・対象区域を市全域に拡大します。 

・事業の効果を検証します。 

・事業の内容を見直します。 

維持管理（官民連携手法の推進） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 
道路等包括管理事

業の実施 

事業実施に当たり、段階的に対象区

域を拡大することで、適切な規模を

検討します。また、市内事業者の意

見を参考にし、事業を推進すること

で参加を促進します。 

 対象区域及び業務を拡大

することで市民サービス

の向上及び管理経費が削

減できます。 

 市内事業者の参加が促進

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 
道路等包括管理事

業の実施 

事業実施に当たり、段階的に対象区

域を拡大することで、適切な規模を

検討します。また、市内事業者の意

見を参考にし、事業を推進すること

で参加を促進します。 

 市民サービスの向上 

 管理経費増大の抑制 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

■ 中期計画 

指標連動方式の導入等を検討するとともに、予防保全型管理を推進します。 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

 毎年度アンケートを取り、市民満足度の向上を図ります。 

■ 長期計画 

 

契約更新の時期に事業規模等の見直しを行い、市民満足度の向上を目指します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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⑪ インフラマネジメントシステムの活用 

 

 

 

平成２８年度にインフラマネジメントシステムを導入しました。インフラ管理に係る

資料を発行する窓口セルフサービスシステムも導入し、職員の窓口対応に要する時間が

削減できています。 

点検、補修及び工事の履歴並びに管理台帳を電子化する作業を職員により進めていま

すが、電子化の作業を効率的に行い、予防保全型管理や職員作業を効率化する必要があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 

インフラマネジメ

ントシステムへの

データの集約化 

ＧＩＳを利用したシステムによ

り、インフラの管理情報や位置情

報を電子化し、予防保全及び効率

的な補修作業に活用します。 

 管理経費が削減できます。 

 データの活用により予防 

保全型の管理ができます。 

 

 

 

 

■ 施策目標 

管理情報の電子化により、作業時間の短縮及び分析精度の向上を行い、

管理経費増大の抑制及び予防保全型管理を実現します。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

年度ごとに補修が必要な箇所を特定し、予防保全及び効率的な補修作業に活用し、

管理経費増大の抑制を図ります。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

・管理情報の電子化を進めます。 

・補修対象箇所の特定など、作業精度の向上に取り組みます。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

維持管理（管理情報の電子化による効率化） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 

インフラマネジメ

ントシステムへの

データの集約化 

ＧＩＳを利用したシステムにより、

インフラの管理情報や位置情報を電

子化し、予防保全及び効率的な補修

作業に活用します。 

 管理経費増大の抑制 

■ 中期計画 

管理情報の電子化を進め、補修対象箇所の特定など、作業精度の向上に取り組みま

す。 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

システムを導入したことによる、職員の窓口対応に要していた時間の削減（人件費）

を効果額とします。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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⑫ 公園緑地等の管理における官民連携の推進 

 

 

 

公園管理の在り方に関する方針に基づき、令和５年度より５か年で府中公園を中心と

した６８公園で指定管理者制度を試行的に導入し、園内の除草や樹木のせん定、遊具の

安全管理を行っています。また、定期的にプレーパークやワークショップ等のイベント

も開催し、市民に公園を憩いの場として提供しています。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 
公園緑地等の指定

管理者制度の導入 

公園緑地等の維持管理及び運営に、

民間事業者の優れたノウハウを幅広

く活用し、市民サービスの向上や管

理経費の削減を図るため、指定管理

者制度を導入します。 

 市民サービスの向上が期

待できます。 

 管理経費が削減できます。 

■ 施策目標 

公園緑地等の管理に民間事業者のノウハウを活用し、 

管理経費増大の抑制と市民サービスの向上を図ります。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

公園緑地等を適正な水準で維持管理するため、民間事業者のノウハウを活用する手

法を検討し、適切な手法を導入します。また、制度導入後の市民サービスの向上を目

指します。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

・公園緑地等の指定管理者制度の導入を検討します。 

・公園緑地等の道路等包括管理事業の導入を検討します。 

・公園緑地等における新たな管理手法に関し基礎的な情報収集を行い、導入を検討し

ます。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

維持管理（官民連携手法の推進） 
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2 

公園緑地等の道路

等包括管理事業の

導入 

道路等包括管理事業に、公園緑地等

の維持管理業務を含めて実施しま

す。 

 市民サービスの向上が期

待できます。 

 管理経費が削減できます。 

3 

公園緑地等におけ

る新たな管理手法

の導入 

公園緑地等の利用に当たり、魅力向

上につながるＰＦＩなどの新たな管

理手法を導入します。 

 市民サービスの向上が期

待できます。 

 管理経費が削減できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 

公園緑地等の指定

管理者制度等の導

入及び拡充 

試行的に導入している指定管理者制

度について、効果等を検証し、公園

緑地等の適切な維持管理手法につい

て検討します。 

 市民サービスの向上 

 管理経費増大の抑制 

■ 中期計画 

指定管理者制度等の効果及び対象区域について検証するとともに、公園緑地等でイ

ベント等を開催し、市民が気軽に立ち寄れる憩いの場を作ります。 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

毎年度行うモニタリングにより、市民サービス、事業展開、施設の適正な管理の観

点から評価し、事業の効果を検証します。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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⑬ 不具合の通報制度 

 

 

 

道路等包括管理事業では、インフラ施設を対象としたスマートフォン等を利用した不

具合の通報制度が採用されています。また、一部の公園においても令和５年度から指定

管理者制度を導入したことに伴い、府中市立公園通報システムが採用されています。 

現状は、内容の異なる複数の通報制度が採用されていることから、今後は誰でも簡単・

気軽に通報することのできる体制の構築のため、ＩＣＴを活用した共通の制度を検討す

る必要があります。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 
不具合の通報制度

の導入 

インフラの異常や不具合を受ける、

ＩＣＴを活用した通報制度を導入し

ます。 

 不具合への対応の迅速化

が期待できます。 

 

 

 

 

 

■ 施策目標 

ＩＣＴの活用により、不具合への対応の迅速化を図ります。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

先進自治体のＩＣＴを活用した通報制度等を参考に検討し、導入します。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

新たな通報手段を検討します。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

■ 中期計画 

導入されている制度を検証し、拡充及び統合の検討を行います。 

維持管理（ＤＸの推進） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 
不具合の通報制度

の拡充 

インフラの異常や不具合を受け付け

るため、ＩＣＴを活用した通報制度

の拡充及び統合を目指します。 

 市民サービスの向上 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

毎年度、道路等包括管理事業における不具合の通報制度に関するアンケートを取り、

市民満足度を把握します。 

■ 長期計画 

 

中期計画時の検討結果を踏まえて、拡充及び統合を目指します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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⑭ インフラ管理ボランティア制度（府中まちなかきらら） 

 

 

 

平成２６年度から本制度を運用しており、令和５年度末時点で長期登録団体数は７９

団体です。市の管理に加えてボランティア活動を行っており、管理水準の向上につなが

っています。 

また、令和４年度からは、市内の公園緑地等においてコミュニティガーデン講座を開

催し、市と市民との協働での維持管理にも取り組んでいます。 

インフラ管理ボランティア制度の内容を見直すことで、多くの団体が参加しやすい制

度にする必要があります。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 

インフラ管理ボラ

ンティア制度の周

知 

ホームページや広報のほか、イベン

トなどを通じて周知を行うことで、

登録団体を増加させます。 

 登録団体が増加します。 

 管理経費が削減できます。 

2 

インフラ管理ボラ

ンティア制度の見

直し 

登録団体に協力をしていただき、制

度を見直します。 
 登録団体が増加します。 

■ 施策目標 

市民共有の財産として愛着を持ってボランティア活動する団体の 

増加を推進します。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

市民へ積極的に周知を行うことにより、インフラ管理ボランティア制度の登録団体

数の増加を図り、インフラの管理水準の向上につなげます。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

・本制度の周知を行い、登録団体数を増やします。 

・本制度をより良い制度とするため、団体と協力して制度の見直しを行います。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

維持管理（市民との協働による管理） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 

インフラ管理ボラ

ンティア制度の周

知 

ホームページや広報のほか、イベン

トなどを通じて周知を行うことで、

登録団体を増加させます。 

 市民サービスの向上 

 管理経費増大の抑制 

2 

インフラ管理ボラ

ンティア制度の拡

充 

登録団体に協力をしていただき、制

度の拡充をします。 

 市民サービスの向上 

 管理経費増大の抑制 

■ 中期計画 

本制度の周知を行い、登録団体数を増やします。（目標値：中期計画期間中に１０

０団体。目安として市立公園の約３分の１） 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

・毎年度、登録団体の集計を行います。 

・毎年度、登録団体にアンケートを取り、制度の使いやすさを検証します。 

・インフラ管理ボランティアが管理することで、不要となった維持管理費を効果額と

します。 

■ 長期計画 

 

本制度の周知を行い、登録団体数を増やします。（目標値：長期計画期間中に１５

０団体。目安として市立公園の約２分の１） 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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⑮ 車道 

 

 

 

（舗装） 

パトロールで発見した不具合や市民からの通報により対応し管理しています。また、

令和２年度に府中市道路舗装長寿命化修繕計画を策定し、舗装点検要領（国交省道路局

Ｈ２８．１０）による分類を踏まえ、ネットワーク性や路線環境等の観点から、幹線市

道のうち、ＭＣＩ値が３．０以下の路線を短期計画の補修更新候補箇所として位置づけ、

本計画に基づき補修更新工事を行っております。 

一方で、令和３年度に実施した路面性状調査では、市全域を平均したＭＣＩ値は５．

８であり、前回（平成２８年度）と比べて０．９低下しています。 

このような調査結果を踏まえ、令和５年度にインフラマネジメント白書の更新を行い、

老朽化の進行に伴う管理経費増大を抑制するため、予防保全型管理による補修サイクル

を効果的に進めていく重要性を改めて整理しています。 

今後、より効果的かつ計画的に補修更新をする必要があることから、優先して補修更

新すべき箇所を再検討し、長寿命化修繕計画の見直しを行います。 

（排水施設など） 

パトロールで発見した不具合や市民からの通報に対応し維持管理しています。定期的

に道路や集水ますの清掃を行っていますが、集中豪雨時に、落ち葉や土砂が詰まり、冠

水しやすい箇所があるため、府中市道路等包括管理事業（全域２期）の要求水準で、豪

雨時の点検箇所図を示し、豪雨前の点検、豪雨時の見回りや対処を行っています。また、

集水ますのグレーチングと縁塊の隙間に自転車のタイヤが挟まる可能性があることから、

隙間を解消する対策をします。 

 

 

 

  

■ 施策目標 

長期にわたる安全の確保と管理経費増大の抑制及び平準化を図ります。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

補修履歴などの管理情報の電子データ化を行い、劣化状況等の傾向を把握し、予防

保全型管理に活用します。市道については、管理経費増大の抑制を図るとともに、Ｍ

ＣＩ値５．１以上の望ましい管理水準を長期的に維持するため、予防保全型管理を行

います。 

補修更新（ライフサイクルコストの効率化、集約化及び合同化） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 日常パトロール 

職員や道路等包括管理事業を行う民

間事業者により発見した不具合を補

修します。 

 管理水準が保てます。 

2 
定期的な点検の実

施 
定期的に点検を実施します。  安全性が確認できます。 

3 
舗装の長寿命化修

繕計画の策定 

調査の結果を踏まえ、舗装の長寿命

化修繕計画を策定し、平均ＭＣＩ値

６．７を維持するよう計画的な管理

を行います。 

 長期にわたる安全を確保

し、管理経費が削減及び

平準化できます。 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 パトロール・点検 
職員や道路等包括管理事業者により

発見した不具合を補修します。 
 管理水準の確保 

2 
定期的な調査の実

施 

５年に１回を目安に路面性状調査を

実施します。 

１０年に１回を目安に路面下空洞調

査を実施します。 

 安全性の確認 

3 

府中市道路舗装長

寿命化修繕計画に

基づく管理 

府中市道路舗装長寿命化修繕計画に

基づき、望ましい管理水準を維持す

るため、予防保全型管理を行いま

す。 

 安全性の確保 

 管理経費増大の抑制 

 

 

 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

・日常パトロールを実施します。 

・定期的な点検を実施します。 

・調査結果に基づき策定する長寿命化修繕計画により補修更新工事を行います。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

■ 中期計画 

車道の維持管理に関する市民満足度を把握し、市民サービスを向上させます。 

■ 取組一覧 
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■ 効果の算出方法 

 

府中市道路舗装長寿命化修繕計画に基づく舗装工事を行い管理水準を維持するとと

もに、毎年度、維持管理に関するアンケートを取り、市民満足度を把握します。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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⑯ 歩道・植樹ます 

 

 

 

令和３年度から市内全域で府中市道路等包括管理事業を運用し、パトロールで発見し

た不具合や市民からの通報に対応し維持管理しています。令和６年度から１０年度まで

を全域２期として取り組んでおり、通報や補修などの管理記録の蓄積等を行い、予防保

全型管理を進めていく必要があります。 

歩道・植樹ますの劣化原因の多くは街路樹の根上がりなどで、老齢化、大径化した街

路樹の間引き等を行う際やバリアフリー工事の際に更新整備を行っています。 

また、狭い歩道では、有効幅員を拡げ安全な通行を確保するため、植樹ますの撤去や

縮小を行っています。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 日常パトロール 

職員や道路等包括管理事業を行う民

間事業者により発見した不具合を補

修します。 

 管理水準が保てます。 

2 計画的な更新 
老朽化に対応するため、計画期間中

に１回程度更新します。 
 管理水準が保てます。 

 

■ 施策目標 

長期にわたる安全の確保と管理経費増大の抑制を図ります。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

パトロール・点検により発見した不具合の補修を行うとともに、府中市街路樹の管

理方針を踏まえて安全な歩道空間を確保するための更新整備を行います。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

・日常パトロールを実施します。 

・計画的に更新します。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

補修更新（ライフサイクルコストの効率化、集約化及び合同化） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 パトロール・点検 
職員や道路等包括管理事業者により

発見した不具合を補修します。 
 管理水準の確保 

2 

府中市街路樹の管

理方針に基づく管

理 

劣化の著しい歩道及び植樹ますにつ

いて、府中市街路樹の管理方針を踏

まえ順次補修、更新を行います。 

 管理水準の確保 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 中期計画 

歩道・植樹ますの維持管理に関する市民満足度を把握し、市民サービスを向上させ

ます。 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

バリアフリー化工事や歩道改良工事により補修、更新を行うとともに、毎年度、維

持管理に関するアンケートを取り、市民満足度を把握します。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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⑰ 街路樹 

 

 

 

令和３年度から市内全域で府中市道路等包括管理事業を運用し、パトロールで発見し

た不具合や市民からの通報に対応し維持管理しています。令和６年度から１０年度まで

を全域２期として取り組んでおり、定期的なせん定や除草を行うとともに管理記録の蓄

積等を行い、良好な沿道景観の確保や予防保全型管理を進めていく必要があります。 

老齢化や大径化が進み、落枝の発生や幹、枝が建築限界を超える通行障害なども発生

しています。 

令和６年度に改定する府中市街路樹の管理方針で、樹種の特性に応じたせん定方法や

道路空間にあった街路樹の配置のあり方などを示し、街路樹管理を進めています。 

安全に通行できる道路空間の確保や街路樹の育成環境を確保するため、狭い歩道など

の街路樹の伐採などを進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 施策目標 

良好な沿道景観、長期にわたる安全の確保、管理経費増大の抑制を図ります。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

定期的なせん定、除草、伐採などにより、健全な生育環境を整え、将来の街路樹せ

ん定等の管理経費増大の抑制を図り、予防保全型管理を継続します。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

・日常パトロールを実施します。 

・定期的なせん定を行います。 

・大径木の間引きを行います。 

・有効幅員２ｍ未満の歩道にある街路樹を伐採します。 

補修更新（ライフサイクルコストの効率化、集約化及び合同化） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 日常パトロール 

職員や道路等包括管理事業を行う民

間事業者により発見した不具合を補

修します。 

 管理水準が保てます。 

2 定期的なせん定 
『府中市街路樹の管理方針』に従っ

て、計画的な維持管理を進めます。 
 安全に通行できます。 

3 大径木の間引き 
大径木化した街路樹を間引きしま

す。 

 健全な成長を図ります。 

 管理経費が削減できます。 

4 

有効幅員２ｍ未満

の歩道にある街路

樹の伐採 

有効幅員２ｍ未満の歩道にある街路

樹を伐採します。 
 安全に通行できます。 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 パトロール・点検 
職員や道路等包括管理事業者により

発見した不具合に対応します。 
 管理水準の確保 

2 

府中市街路樹の管

理方針に基づくせ

ん定・刈込み 

府中市街路樹の管理方針を踏まえ、

道路空間や樹種の特性に合わせたせ

ん定や刈込みを行います。 

 安全性の確保 

 景観の向上 

3 定期的な除草 

４月から１１月の間に４回程度の除

草を行い、沿道景観を維持します。

雑草対策の新たな手法を検討しま

す。 

 景観の向上 

4 

安全な通行空間の

確保等に伴う街路

樹の伐採 

安全に通行出来る道路空間と樹木の

健全な育成環境を確保するため街路

樹を伐採します。 

 安全性の確保 

 

  

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

■ 中期計画 

街路樹の維持管理に関する市民満足度を把握し、市民サービスを向上させます。 

■ 取組一覧 
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■ 効果の算出方法 

 

・府中市街路樹の管理方針を踏まえた管理を行うとともに、毎年度、維持管理に関す

るアンケートを取り、市民満足度を把握します。 

・街路樹を撤去・伐採することにより、将来的に刈込み・せん定に係る費用が不要と

なるため、撤去した面積に係る刈込み費用と伐採した本数分のせん定費用を効果額と

します。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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⑱ 標識 

 

 

 

令和３年度から市内全域で府中市道路等包括管理事業を運用し、パトロールで発見し

た不具合や市民からの通報に対応し維持管理しています。令和６年度から１０年度まで

を全域２期として取り組んでおり、パトロールによる点検や補修などの管理記録の蓄積

等を行い、予防保全型管理を進めていく必要があります。 

また、路線名や施設の場所を示す旧型及び新型の案内標識や注意を促す警戒標識など、

様々な標識を市内各所に設置しています。設置から期間が経過し、表示が見えづらいな

ど老朽化しているものがあります。 

旧型や新型の案内標識については、デザインを統一した新たな案内標識に更新する公

共サイン整備事業を進め、新たな公共サインを整備し維持管理します。 

また、倒壊すると大きな被害が想定される大型の道路案内標識について、調査を行い、

補修、更新を行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 施策目標 

長期にわたる安全の確保と管理経費増大の抑制を図ります。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

（施設案内標識） 

旧デザインやその他デザイン標識を新デザインに統一した標識に更新します。 

大型案内標識の調査を行い、補修、更新する。 

（警戒標識その他標識） 

パトロール・点検により、現状の健全度を維持します。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

・日常パトロールを実施します。 

・定期的な点検を実施します。 

・計画的に更新します。 

補修更新（ライフサイクルコストの効率化、集約化及び合同化） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 日常パトロール 

職員や道路等包括管理事業を行う民

間事業者により発見した不具合を補

修します。 

 管理水準が保てます。 

2 
定期的な点検の実

施 
定期的に点検を実施します。  安全性が確認できます。 

3 計画的な更新 
老朽化に対応するため、計画的に更

新します。 
 管理水準が保てます。 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 パトロール・点検 
職員や道路等包括管理事業者により

発見した不具合を補修します。 
 管理水準の確保 

2 
定期的な調査と更

新の実施 

１０年間を目安に大型の道路案内標

識の調査を実施し、必要な更新等を

実施します。 

 安全性の確保 

 

 

 

 

 

 

  

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

■ 中期計画 

標識の維持管理に関する市民満足度を把握し、市民サービスを向上させます。 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

パトロール・点検による補修や更新工事を行うとともに、毎年度、維持管理に関す

るアンケートを取り、市民満足度を把握します。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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⑲ 街路灯 

 

 

 

平成２９年度からＥＳＣＯ（エスコ）事業を導入し、平成３１年３月にはＬＥＤ化が

完了し、事業者による灯具等の維持管理を行っています。ＬＥＤ化により電気料金の削

減（約６０％削減）により、灯具更新費用が捻出され、長期事業にすることにより、経

費の平準化を図っています。 

令和９年度にＥＳＣＯ事業が完了することから、ＥＳＣＯ事業による維持管理費の削

減効果の確認と新たな管理手法の検討を進める必要があります。 

また、令和２年度に経年劣化による地際部の腐食から大型の交通安全灯が倒壊したた

め、令和３年度より大型の交通安全灯について調査を行い、更新が必要なものから順次

建替えを進め、老朽化対策を進めています。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 
ＥＳＣＯ事業の導

入 

民間事業者が市全域の街路灯及び

公園灯を一斉にＬＥＤ灯に交換

し、その後の１０年間にわたる維

持管理業務を併せて行います。 

 環境負荷が低減できます。 

 管理経費が削減できます。 

 まとめて委託することで

民間事業者のノウハウが

活用できます。 

 

 

■ 施策目標 

ＥＳＣＯ事業等による効率的な管理と老朽化した施設を更新します。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

ＬＥＤ化及び維持管理業務を含めた管理手法の導入及び老朽化した灯柱を更新しま

す。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

平成３０年度からＬＥＤ化、維持管理業務を含めたＥＳＣＯ事業を行います。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

補修更新（ライフサイクルコストの効率化、集約化及び合同化） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 
ＥＳＣＯ事業等の

導入 

ＥＳＣＯ事業後の新たな管理手法を

検討、導入し、灯具交換や維持管理

をします。 

 環境負荷の低減 

 管理経費増大の抑制 

2 
灯柱等の調査・更

新 

調査等により把握した、老朽化した

灯具等の施設を更新する。 
 管理経費増大の抑制 

 

 

 

 

 

 

   

  

■ 中期計画 

ＥＳＣＯ事業の効果を確認し、新たな管理手法を検討、導入する。老朽化した灯柱

を更新します。 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

ＥＳＣＯ事業導入前とＬＥＤ整備後（該当年度）の街路灯・公園灯に係る事業費の

差額を効果額とします。 

■ 長期計画 

 

効率的な管理手法の導入による維持管理を進めます。 

老朽化した灯柱を更新します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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⑳ 道路反射鏡 

 

 

 

令和３年度から市内全域で府中市道路等包括管理事業を運用し、パトロールで発見し

た不具合や市民からの通報に対応し維持管理しています。令和６年度から１０年度まで

を全域２期として取り組んでおり、パトロールによる点検や補修などの管理記録の蓄積

等を行い、予防保全型管理を進めていく必要があります。 

今後は、老朽化が想定されるため、パトロール・点検で老朽化の進行具合を把握し、

順次更新していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 日常パトロール 

職員や道路等包括管理事業を行う民

間事業者により発見した不具合を補

修します。 

 管理水準が保てます。 

2 
定期的な点検の実

施 
定期的に点検を実施します。  安全性が確認できます。 

3 計画的な更新 
老朽化に対応するため、計画的に更

新します。 
 管理水準が保てます。 

 

■ 施策目標 

長期にわたる安全の確保と管理経費増大の抑制を図ります。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

パトロール・点検で管理記録の蓄積等を行い、予防保全型管理を進めていきます。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

・日常パトロールを実施します。 

・定期的な点検を実施します。 

・計画的に更新します。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

補修更新（ライフサイクルコストの効率化、集約化及び合同化） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 パトロール・点検 

職員や道路等包括管理事業者により

発見した不具合を補修します。 

パトロールや鏡面清掃により視認性

の確認や劣化状況を把握します。 

 管理水準の確保 

2 

パトロール・点検

に基づく更新の実

施 

パトロール・点検で劣化状況を把握

し、優先順位をつけて更新します。 
 安全性の確保 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 中期計画 

道路反射鏡の維持管理に関する市民満足度を把握し、市民サービスを向上させます。 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

パトロール・点検による補修を行うとともに、毎年度、維持管理に関するアンケー

トを取り、市民満足度を把握します。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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㉑ 橋りょう 

 

 

 

令和３年度から市内全域で府中市道路等包括管理事業を運用し、パトロールで発見し

た不具合や市民からの通報に対応し維持管理しています。令和６年度から１０年度まで

を全域２期として取り組んでおり、パトロールによる点検や補修などの管理記録の蓄積

等を行い、予防保全型管理を進めていく必要があります。 

橋りょうについては、平成２５年度の道路法改正により５年に１度の近接目視点検が

義務化されたことから、本市では平成２７～２８年度に法定点検を実施しました。この

法定点検結果を基に、平成２９年度に府中市橋梁長寿命化修繕計画を策定し、計画的に

対策工事を進めています。また、５年後の令和２～３年にも法定点検を実施し、この点

検結果を基に、令和４年度に計画の一部見直しを行いました。 

このようなことから、府中市橋梁長寿命化修繕計画に基づき、老朽化対策に併せて耐

震対策も計画的に進め、安全性の確保を図ります。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 日常パトロール 

職員や道路等包括管理事業を行う民

間事業者により発見した不具合を補

修します。 

 管理水準が保てます。 

■ 施策目標 

長期にわたる安全の確保と管理経費増大の抑制及び平準化を図ります。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

府中市橋梁長寿命化修繕計画を推進し、計画的な管理を行います。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

・日常パトロールを実施します。 

・法定点検を実施します。 

・点検結果に基づく『府中市橋梁長寿命化修繕計画』により、補修更新工事を行いま

す。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

補修更新（ライフサイクルコストの効率化、集約化及び合同化） 
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2 法定点検の実施 
５年ごとに橋りょうの点検を行いま

す。 

 安全性が確認できます。 

 点検の結果が『府中市橋

梁長寿命化修繕計画』に

反映できます。 

3 

『府中市橋梁長寿

命化修繕計画』に

基づく管理 

点検の結果を踏まえ、老朽化の進行

具合と路線の重要性に応じた順位付

けや対応時期を定め、計画的に橋り

ょうの補修や架替えを行います。 

 長期にわたる安全を確保

し、管理経費が削減及び

平準化できます。 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 パトロール・点検 
職員や道路等包括管理事業者により

発見した不具合を補修します。 
 管理水準の確保 

2 法定点検の実施 
５年ごとに橋りょうの法定点検を行

います。 

 安全性の確認 

 府中市橋梁長寿命化修繕

計画への反映 

3 

府中市橋梁長寿命

化修繕計画に基づ

く管理 

点検の結果を踏まえ、老朽化の進行

具合と路線の重要性に応じた順位付

けや対応時期を定め、計画的に橋り

ょうの補修や架替えを行います。 

 安全性の確認 

 管理経費増大の抑制及び

平準化 

 

 

 

 

 

 

■ 中期計画 

橋りょうの維持管理に関する市民満足度を把握し、市民サービスを向上させます。 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

府中市橋梁長寿命化修繕計画に基づく補修工事を行い健全性を回復させるととも

に、毎年度、維持管理に関するアンケートを取り、市民満足度を把握します。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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㉒ 立体横断施設等 

 

 

 

（ペデストリアンデッキ） 

令和３年度から市内全域で府中市道路等包括管理事業を運用し、パトロールで発見し

た不具合や市民からの通報に対応し維持管理しています。令和６年度から１０年度まで

を全域２期として取り組んでおり、パトロールによる点検や補修などの管理記録の蓄積

等を行い、予防保全型管理を進めていく必要があります。 

平成３０年度の法定点検結果を基に、令和元年度に維持管理計画を策定しました。 

令和５年度の２巡目の法定点検結果から、点検や維持管理が容易に行える構造に改善

することを含めた、計画の見直し等の検討を進める必要があり、長期にわたり安全性の

確保や耐震対策も進めていく必要があります。 

（エレベーター・エスカレーター） 

全てのエレベーター・エスカレーターに対して、毎月の保守点検や法定点検を実施し、

メンテナンスを行っています。なお、全てのエレベーターは遠隔監視保守サービスを利

用して設備の状態を監視しています。 

摩耗した部品の交換や耐震基準を満たす部品への交換を進めていますが、部品が廃盤

になるなど老朽化が進んでいる施設は、更新を行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 施策目標 

長期にわたる安全の確保と管理経費増大の抑制及び平準化を図ります。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

（ペデストリアンデッキ） 

法定点検や維持管理計画を更新し、計画的な管理や改修を行います。 

（エレベーター・エスカレーター） 

毎月の保守点検により現状の健全度を維持します。老朽化が進んでいる施設を更新

します。 

補修更新（ライフサイクルコストの効率化、集約化及び合同化） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 日常パトロール 

職員や道路等包括管理事業を行う民

間事業者により発見した不具合を補

修します。 

 管理水準が保てます。 

2 

ペデストリアンデ

ッキの法定点検の

実施 

５年ごとの法定点検を実施します。  安全性が確認できます。 

3 

ペデストリアンデ

ッキの長寿命化修

繕計画の策定 

点検の結果を踏まえ、ペデストリア

ンデッキの長寿命化修繕計画を策定

し、計画的な管理を行います。 

 ペデストリアンデッキの

長期にわたる安全を確保

し、管理経費が削減及び

平準化できます。 

4 

エレベーター・エ

スカレーターの定

期的な点検の実施 

定期的に点検を実施します。  安全性が確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

・日常パトロールを実施します。 

・法定点検を実施します。 

・点検結果に基づき策定する長寿命化修繕計画により補修更新工事を行います。 

・定期的に点検を実施します。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

■ 中期計画 

立体横断施設等の維持管理に関する市民満足度を把握し、市民サービスを向上させ

ます。 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 パトロール・点検 
職員や道路等包括管理事業者により

発見した不具合を補修します。 
 管理水準の確保 

2 

ペデストリアンデ

ッキの法定点検の

実施 

５年ごとの法定点検を実施します。  安全性の確保 

3 

ペデストリアンデ

ッキの維持管理計

画の見直し 

法令点検の結果や改修方法の検討を

行い、計画に反映し、改修や管理を

行います。 

 安全性の確認 

 管理経費増大の抑制及び

平準化 

4 

エレベーター・エ

スカレーターの定

期的な点検の実施 

毎月の保守点検を実施します。 

毎年の法定点検を実施します。 

老朽化した部品は交換を行い、部品

が廃盤になる施設については、施設

の更新を検討します。 

 安全性の確保 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

施設ごとの法定点検等の結果を踏まえ管理するとともに、毎年度、維持管理に関す

るアンケートを取り、市民満足度を把握します。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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㉓ 大型構造物 

 

 

 

令和３年度から市内全域で府中市道路等包括管理事業を運用し、パトロールで発見し

た不具合や市民からの通報に対応し維持管理しています。令和６年度から１０年度まで

を全域２期として取り組んでおり、パトロールによる点検や補修などの管理記録の蓄積

等を行い、予防保全型管理を進めていく必要があります。 

大型構造物に附属する排水ポンプや冠水表示板を毎年保守点検しています。 

今後は、定期的な調査等を踏まえ、必要な補修対応を図り、安全を確保する必要があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 施策目標 

長期にわたる安全の確保と管理経費増大の抑制及び平準化を図ります。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

調査等により安全性を確認するとともに、調査結果に基づく対策を行い、現状の健

全度を維持します。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

・日常パトロールを実施します。 

・定期的に点検を実施します。 

・点検結果に基づき策定する長寿命化修繕計画により補修更新工事を行います。 

補修更新（ライフサイクルコストの効率化、集約化及び合同化） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 日常パトロール 

職員や道路等包括管理事業を行う民

間事業者により発見した不具合を補

修します。 

 管理水準が保てます。 

2 
定期的な点検の実

施 
定期的に点検を実施します。  安全性が確認できます。 

3 
長寿命化修繕計画

の策定 

点検の結果を踏まえ、長寿命化修繕

計画を策定し、計画的な管理を行い

ます。 

 長期にわたる安全を確保

し、管理経費が削減及び

平準化できます。 
 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 パトロール・点検 
職員や道路等包括管理事業者により

発見した不具合を補修します。 
 管理水準の確保 

2 
定期的な調査と補

修等の実施 

１０年間を目安に調査を実施しま

す。パトロール・点検と調査の結果

を踏まえ必要な補修工事等を実施し

ます。 

 安全性の確保 

 

 

 

 

 

 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

■ 中期計画 

大型構造物の維持管理に関する市民満足度を把握し、市民サービスを向上させます。 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

調査に基づく補修工事を行い健全性を回復させるとともに、毎年度、維持管理に関

するアンケートを取り、市民満足度を把握します。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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㉔ 公園緑地等（植栽・花壇） 

 

 

 

パトロールで発見した不具合や市民からの通報により対応し管理しています。公園、

緑地、緑道などの樹木の健全な成長のために平成２７年度から公園樹木の間引きを実施

しています。間引きに伴う管理経費増大の抑制効果は将来に現れるため、長期的な視点

で公園樹木等の管理経費を検討する必要があります。 

また、令和５年度から市立公園のうち一部の公園において指定管理者制度を導入して

いるため、合わせて効果を検証する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 日常パトロール 
職員により発見した不具合を補修し

ます。 
 管理水準が保てます。 

2 公園樹木の間引き 
市の緑被率に極力影響を与えない範

囲で、公園樹木を間引きします。 

 健全な成長を図ります。 

 管理経費が削減できます。 

3 
植栽・花壇の集約

化及び合同化 

植栽・花壇を集約化するため、適用

箇所を選定し、集約化します。 
 管理経費が削減できます。 

■ 施策目標 

長期的な視点に基づく効率的な管理をします。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

健全な成長のための公園樹木のせん定・間引きや植栽・花壇の適正な管理を実施し

ます。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

・日常パトロールを実施します。 

・公園樹木の間引きをします。 

・植栽・花壇の集約化を検討します。 

・スポットパーク及び公共植栽地の統廃合等による見直しを検討します。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

補修更新（ライフサイクルコストの効率化、集約化及び合同化） 
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4 

スポットパーク及

び公共植栽地の統

廃合等による見直

し 

スポットパーク及び公共植栽地は、

防災面や地域特性を考慮しつつ統廃

合等により見直します。 

 管理経費が削減できます。 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 パトロール・点検 
職員及び指定管理者によるパトロー

ル・点検を行います。 
 管理水準の確保 

2 公園樹木の間引き 
市の緑被率に極力影響を与えない範

囲で、公園樹木を間引きします。 
 安全性の確保 

3 
植栽・花壇の集約

化及び合同化 

まちかど空間における植栽及び花壇

による緑化を推進しつつ、状況に応

じて、植栽及び花壇の集約化、合同

化についても検討します。 

 管理経費増大の抑制 

4 

スポットパーク及

び公共植栽地の統

廃合等による見直

し 

スポットパーク及び公共植栽地の整

備を継続しつつ、利用しにくい箇所

等については、防災面や地域特性を

考慮しながら統廃合等による見直し

を進めます。 

 管理経費増大の抑制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 中期計画 

公園内の植栽・花壇を適正に管理し、市民サービスの向上に努めます。 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

・市政世論調査（住まいの環境「公園・遊び場」）により、市民満足度を把握します。 

・大径化した樹木等を伐採することにより、将来的にせん定に係る費用が不要となる

ため、伐採した本数分のせん定費用を効果額とします。 
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■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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㉕ 公園緑地等（遊具等） 

 

 

 

パトロール等で発見した不具合や市民からの通報により対応し管理しています。老朽

化した遊具等の数量が多く管理経費が不足するため、今後効率的に更新していく計画を

策定する必要があることから、平成２８年度に公園、緑地、緑道などの遊具等の健全度

調査を開始し、府中市公園施設長寿命化計画を策定したところです。令和５年度に本計

画を改定し、計画期間の令和６年度～１５年度の１０年間で、より効率的な管理運営に

努めます。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 日常パトロール 
職員により発見した不具合を補修し

ます。 
 管理水準が保てます。 

2 

『府中市公園施設

長寿命化計画』の

策定 

『府中市公園施設長寿命化計画』に

より、効率的で計画的な管理を行い

ます。 

 長期にわたる安全を確保

し、管理経費が削減及び

平準化できます。 

3 
遊具等の集約化及

び合同化 

遊具等を更新する場合は、健康遊具

の設置、集約化などの可能性を考慮

して更新します。 

 管理経費が削減できま

す。 

■ 施策目標 

長期にわたる安全の確保と管理経費増大の抑制及び平準化を図ります。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

府中市公園施設長寿命化計画を推進し、計画的な更新を行います。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

・日常パトロールを実施します。 

・点検結果に基づき策定する『府中市公園施設長寿命化計画』により補修更新工事を

行います。 

・初期費用を意識した遊具等の集約化及び合同化を実施します。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

補修更新（ライフサイクルコストの効率化、集約化及び合同化） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 パトロール・点検 

年１回の定期点検や職員により発見

した不具合を補修し、府中市公園施

設長寿命化計画に基づき計画的に更

新します。 

 管理水準の確保 

2 

府中市公園施設長

寿命化計画に基づ

く更新及び集約化 

・合同化 

年１回の定期点検や職員により発見

した不具合を補修し、府中市公園施

設長寿命化計画に基づき計画的に更

新するほか、更新の際には集約化・

合同化の可能性を検討します。 

 安全性の確保 

 管理経費増大の抑制及び

平準化 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 中期計画 

公園内の遊具等について府中市公園施設長寿命化計画に基づいて更新し、市民サー

ビスの向上に努めます。 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

市政世論調査（住まいの環境「公園・遊び場」）により、市民満足度を把握します。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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㉖ 公園緑地等（便益施設・その他施設） 

 

 

 

令和５年度時点で市内に１００か所あるトイレ（便益施設）のほか水飲み場やベンチ

等の施設も含めて、パトロールや市民からの通報等で発見された不具合等については修

繕で対応していますが、老朽化が進んでいる施設を中心に、ライフサイクルコストの効

率化を図りながら適宜更新をしつつ、必要に応じて集約化に努めます。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 日常パトロール 
職員により発見した不具合を補修し

ます。 
 管理水準が保てます。 

2 

『府中市公園施設

長寿命化計画』の

策定 

『府中市公園施設長寿命化計画』に

より、効率的で計画的な管理を行い

ます。 

 長期にわたる安全を確保

し、管理経費が削減及び

平準化できます。 

3 
便益施設等の集約

化及び合同化 

便益施設等を更新する場合は、機能

を欠かないことを前提に、集約化な

どの可能性を考慮して更新します。 

 管理経費が削減できます。 

 

■ 施策目標 

長期にわたる安全の確保と管理経費増大の抑制及び平準化を図ります。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

特に老朽化の進んだトイレを中心に計画的に更新を行うほか、集約化に努めます。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

・日常パトロールを実施します。 

・点検結果に基づき策定する『府中市公園施設長寿命化計画』により補修更新工事を

行います。 

・初期費用を意識した遊具等の集約化及び合同化を実施します。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

補修更新（ライフサイクルコストの効率化、集約化及び合同化） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 パトロール・点検 

職員及び指定管理者（清掃委託事業

者を含む）によりパトロール・点検

を行います。 

 管理水準の確保 

2 

便益施設等の計画

的な更新及び集約

化・合同化 

特に老朽化が進んだ公園トイレを中

心にライフサイクルコストの効率化

を図りながら、計画的に更新するほ

か、更新の際には集約化・合同化の

可能性を検討します。 

 安全性の確保 

 管理経費増大の抑制及び

平準化 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 中期計画 

特に老朽化が進んだ公園トイレを中心に計画的に更新し、市民サービスの向上に努

めます。 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

市政世論調査（住まいの環境「公園・遊び場」）により、市民満足度を把握します。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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㉗ 法定外公共物 

 

 

 

令和３年度から市内全域で府中市道路等包括管理事業を運用し、パトロールで発見し

た不具合や市民からの通報に対応し維持管理しています。令和６年度から１０年度まで

を全域２期として取り組んでおり、除草や伐採、簡易な修繕を行うとともに管理記録の

蓄積等を行い、予防保全型管理を進めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 日常パトロール 
職員により発見した不具合を補修し

ます。 
 管理水準が保てます。 

2 
法定外公共物の付

替及び交換の推進 

活用検討の結果に基づき、公共施設

に対し、付替及び交換の協議を行い

ます。 

 土地の有効活用が期待で

きます。 

3 市道の廃止 
公共の用途に供さなくなった市道を

廃止します。 

 土地の有効活用が期待で

きます。 

 

 

■ 施策目標 

市民生活に影響を及ぼすことがないよう管理経費増大を抑制し管理します。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

要望相談となりやすい場所を把握し、管理・補修します。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

・日常パトロールを実施します。 

・法定外公共物の付替及び交換が可能な箇所を把握するための情報収集を推進し、付

替及び交換を推進します。 

・公共の用途に供さなくなった市道を廃止します。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

補修更新（ライフサイクルコストの効率化、集約化及び合同化） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 パトロール・点検 

職員や道路等包括管理事業を行う民

間事業者により発見した不具合の補

修や除草を行います。 

スクリーン清掃などにより、用水機

能を確保します。 

 管理水準の確保 

2 
法定外公共物の付

替及び交換の推進 

活用検討の結果に基づき、公共施設

に対し、付替及び交換の協議を行い

ます。 

 土地の有効活用 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 中期計画 

法定外公共物の維持管理に関する市民満足度を把握し、市民サービスを向上させま

す。 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

パトロール・点検に基づく管理を実施するとともに、毎年度、維持管理に関するア

ンケートを取り、市民満足度を把握します。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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㉘ 下水道 

 

 

 

耐用年数を迎える下水道施設が集中的に増加する期間では、老朽化対策のための補修

更新費も増加することになります。 

このため、老朽化対策事業の平準化とともにライフサイクルを考慮して補修更新を行

う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

No 取組 取組内容 取組の効果 

1 

『府中市下水道施

設ストックマネジ

メント計画』の策

定と運用 

施設の状態を調査し、ライフサイク

ルコストを考慮した、『府中市下水

道施設ストックマネジメント計画』

を策定し、同計画に基づき老朽化対

策を効率的に行います。 

 効率的に老朽化対策等を

行うことにより、補修更

新費が削減できます。 

 

  

■ 施策目標 

下水道施設の老朽化対策を効率的に行い、機能を確保するため、府中市公共

下水道ストックマネジメント計画に基づき、計画的な運用を行います。 

■ 現状と課題 

■ 施策実施方針 

ライフサイクルを考慮した府中市公共下水道ストックマネジメント計画に基づき、

下水道施設老朽化対策事業を計画的に行います。 

■ 短期計画【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

『府中市下水道施設ストックマネジメント計画』を策定します。 

■ 取組一覧【インフラマネジメント計画（２０１８年度）時】 

補修更新（ライフサイクルコストの効率化、集約化及び合同化） 
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No 取組 取組内容 取組の効果 

1 

府中市公共下水道

ストックマネジメ

ント計画に基づく

計画的な運用 

施設の状態を調査し、ライフサイク

ルコストを考慮した、府中市公共下

水道ストックマネジメント計画に基

づき、老朽化対策を効率的に行いま

す。 

 補修更新費増大の抑制 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

■ 中期計画 

府中市公共下水道ストックマネジメント計画に基づき老朽化対策を実施します。 

■ 取組一覧 

■ 効果の算出方法 

 

補修更新の対象エリアについて、対象エリアの管きょ距離と、府中市公共下水道ス

トックマネジメント計画に基づく調査・設計における管きょ距離を比較し算出します。 

■ 長期計画 

 

中期計画を継続します。 

■ ＳＤＧｓとの関連 
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3 『本計画』による施策の効果 

（1）『本計画』による施策の効果額 

1） 『本計画』の施策実施による市民一人当りの効果額 

『本計画』における施策には、インフラ管理全体における歳入の確保並びに維

持管理及び補修更新における歳出の削減による効果があり、全体の効果額は、２．

６９億円／年です。『白書』により算出した予測経費３０．６１億円／年に反映

すると、『本計画』の施策の実施による全体の経費は２７．９２億円／年となり

ます。 

また、市民一人当りの負担で見ると、『本計画』の施策の実施による市民一人

当りの負担額は１０，７４１円／人・年、効果額は１，０３５円／人・年となり

ます。『本計画』の施策を実施することにより、市民一人当りの負担額を１０，

７４１円／人・年まで削減することを目指します。 

 

表３-３-１ 『本計画』の施策実施による市民一人当りの効果額 

項 目 
Ⅰ 予測結果『白書』 

 
Ⅱ 施策の効果額 

 
Ⅲ 計画実施『本計画』 

（Ⅰ-Ⅱ） 

全体 30.61 億円/年※2 2.69 億円/年 27.92 億円/年 

市民一人当り※1 11,776 円/人・年 1,035 円/人・年 10,741 円/人・年 

※１：令和６年４月１日時点の人口（２５９，９４１人）で計算しています。 

※２：Ⅰ 予測結果（『白書』）全体は、Ｐ１３表１-６-８の「３０年間を平均化する場合の予測経費」合計額４０．２８

億円／年とＰ１５表１-６-１０の「３０年間を平均化する場合の予測結果」合計額９．６７億円／年の差額です。 

 

 

図３-３-１ 『本計画』の施策実施による市民一人当りの効果額 
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（P.103参照）
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表３-３-２ 主な取組の効果額 

施策・施設 取組 取組の効果額 

補修更新 

⑰街路樹（P72） 
4 安全な通行空間の確保等に伴う街路

樹の伐採 
99,194 千円/年 

㉔公園緑地等（植栽・

花壇（P90） 
2 公園樹木の間引き 79,770 千円/年 

インフラ

管理全体 

⑥法定外公共物の活用

（P46） 
1 法定外公共物の売払いの推進 51,518 千円/年 

補修更新 ⑲街路灯（P78） 1 ＥＳＣＯ事業等の導入 29,680 千円/年 

― ― その他の取組 9,316 千円/年 

 

2） 予防保全型管理の推進における効果 

『本計画』を作成するにあたり更新したインフラマネジメント白書（２０２３

年度）の予測結果（３０．６１億円／年）については、車道の舗装に関する補修

サイクルを見直しており、理論上３０年間で９．９億円（市民一人当たりの負担

額３,８０９円／人・年）の削減効果を既に見込んでいます。 

幹線市道及び一般市道の事後保全型管理と予防保全型管理における将来予測比

較は、次のとおりです。 

表３-３-３ 幹線市道の将来予測比較 

比較項目 事後保全型管理 予防保全型管理 

１サイクル年数 20 年 36 年 

合計経費 58.08 億円 96.80 億円 

年間あたり経費 2.90 億円 2.69 億円 

１サイクルの平均ＭＣＩ値 5.4 5.7 

表３-３-４ 一般市道の将来予測比較 

比較項目 事後保全型管理 予防保全型管理 

１サイクル年数 33 年 57 年 

合計経費 116.88 億円 194.80 億円 

年間あたり経費 3.54 億円 3.42 億円 

１サイクルの平均ＭＣＩ値 5.1 5.4 

 

幹線市道の予防保全型管理は、事後保全型管理と比較して、年間あたり０．２

１億円の経費が減少し、１サイクルの平均ＭＣＩ値は０．３高くなります。 

また、一般市道の予防保全型管理は、事後保全型管理と比較して、年間あたり

０．１２億円の経費が減少し、１サイクルの平均ＭＣＩ値は０．３高くなります。 

幹線市道と一般市道ともに、年間あたり経費が減少し、１サイクルの平均ＭＣ

Ｉ値が高くなることから、３０年間の将来予測は予防保全型管理で算出します。 
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図３-３-２ 幹線市道における事後保全型管理と予防保全型管理の比較 

 

3） 道路等包括管理事業における効果 

道路等包括管理事業については、定量的な効果額の算定は難しい事業になりま

すが、予防保全型管理を推進しており、市全域のインフラ施設に対して、市民か

らの要望が寄せられる前に事業者のパトロール・点検によって様々な不具合を発

見し、軽微な補修等を行うことで、事故を未然に防止するとともに、施設の劣化

の進行を緩やかにし、施設の長寿命化等にも寄与する部分があると考えています。 

また、取組の効果としては、毎年度実施するアンケートを通して、市民満足度

を把握し向上させることで、事業の目的の一つでもある市民サービスの向上につ

いて、効果を把握していきたいと考えています。 

 

図３-３-３ 道路等包括管理事業の事業フロー  
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（2）効果を試算していない施策の推進 

市では、１０２、１０３ページで述べた効果を試算した施策と合わせて、効果を試

算していない施策についても同時に推進していきます。次の表にある施策を推進する

ことで歳入の確保や管理経費増大の抑制に取り組みます。 

また、『本計画』に示している施策のほか、新技術の導入などにより効果が見込め

る新たな施策や市民との協働につながる施策についても随時検討します。 

なお、『前計画』では、長寿命化修繕計画を策定することによる削減効果額を試算

していましたが、『本計画』では、より具体的に試算できる効果額のみに絞って記載

しています。 

 

表３-３-５ 効果を試算していない施策 

施策・施設 取組 取組の効果 

イ
ン
フ
ラ
管
理
全
体 

①サービス料金の適

正化（P36） 
1 サービス料金の適正化 

受益者負担の適正化 

歳入の確保 

②下水道使用料の適

正化（P38） 
1 下水道使用料の適正化 使用料収入の確保 

③新たな歳入手法の

導入（P40） 

1 花壇・ベンチなどへのス

ポンサー制度等の導入 
管理経費増大の抑制 

⑤公園の占用料及び

使用料の適正化

（P44） 

1 公園の占用料及び使用料

の見直し 

受益者負担の適正化 

歳入の確保 

⑧市民への周知活動

（P50） 

1 親しみやすいパンフレッ

ト等の作成及びＳＮＳ等

を利用した情報発信 

インフラマネジメント計画の認知度向上 

2 シンポジウムの開催 インフラマネジメント計画の認知度向上 

3 出前講座の実施 インフラマネジメント計画の認知度向上 

4 能動的な市民周知の方法

等の検討 
インフラマネジメント計画の認知度向上 

維
持
管
理 

⑩道路等包括理事業

（P56） 

1 道路等包括管理事業の実

施 

市民サービスの向上 

管理経費増大の抑制 

⑫公園緑地等の管理

における官民連携

の推進（P60） 

1 公園緑地等の指定管理者

制度等の導入及び拡充 

市民サービスの向上 

管理経費増大の抑制 

⑬不具合の通報制度 

（P62） 
1 不具合の通報制度の拡充 市民サービスの向上 
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施策・施設 取組 取組の効果 

補
修
更
新 

⑮車道（P66） 

1 パトロール・点検 管理水準の確保 

2 定期的な調査の実施 安全性の確認 

3 府中市道路舗装長寿命化修繕

計画に基づく管理 

安全性の確保 

管理経費増大の抑制及び平準化 

⑯歩道・植樹ます 

（P70） 

1 パトロール・点検 管理水準の確保 

2 府中市街路樹の管理方針に基

づく管理 
管理水準の確保 

⑰街路樹（P72） 

1 パトロール・点検 管理水準の確保 

2 府中市街路樹の管理方針に基

づくせん定・刈込み 

安全性の確保 

景観の向上 

3 定期的な除草 景観の向上 

⑱標識（P76） 
1 パトロール・点検 管理水準の確保 

2 定期的な調査と更新の実施 安全性の確保 

⑲街路灯（P78） 2 灯柱等の調査・更新 管理経費増大の抑制 

⑳道路反射鏡 

（P80） 

1 パトロール・点検 管理水準の確保 

2 パトロール・点検に基づく更

新の実施 
安全性の確保 

㉑橋りょう

（P82） 

1 パトロール・点検 管理水準の確保 

2 法定点検の実施 
安全性の確認 

府中市橋梁長寿命化修繕計画への反映 

3 府中市橋梁長寿命化修繕計画

に基づく管理 

安全性の確保 

管理経費増大の抑制及び平準化 

㉒立体横断施設等

（P84） 

1 パトロール・点検 管理水準の確保 

2 ペデストリアンデッキの法定

点検の実施 
安全性の確保 

3 ペデストリアンデッキの維持

管理計画の見直し 

安全性の確保 

管理経費増大の抑制及び平準化 

4 エレベーター・エスカレータ

ーの定期的な点検の実施 
安全性の確保 

㉓大型構造物

（P88） 

1 パトロール・点検 管理水準の確保 

2 定期的な調査と補修等の実施 安全性の確保 
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施策・施設 取組 取組の効果 

補
修
更
新 

㉔公園緑地等 

（植栽・花壇） 

（P90） 

1 パトロール・点検 管理水準の確保 

3 植栽・花壇の集約化及び合同

化 
管理経費増大の抑制 

4 スポットパーク及び公共植栽

地の統廃合等による見直し 
管理経費増大の抑制 

㉕公園緑地等 

（遊具等） 

（P94） 

1 パトロール・点検 管理水準の確保 

2 府中市公園施設長寿命化計画

に基づく更新及び集約化・合

同化 

安全性の確保 

管理経費増大の抑制及び平準化 

㉖公園緑地等 

（便益施設・そ

の他施設） 

（P96） 

1 パトロール・点検 管理水準の確保 

2 便益施設等の計画的な更新及

び集約化・合同化 

安全性の確保 

管理経費増大の抑制及び平準化 

㉗法定外公共物 

（P98） 

1 パトロール・点検 管理水準の確保 

2 法定外公共物の付替及び交換

の推進 
土地の有効活用 

㉘下水道（P100） 

1 府中市公共下水道ストックマ

ネジメント計画に基づく計画

的な運用 

補修更新費増大の抑制 
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第４章 『本計画』の実施について 

 

1 組織体制 

インフラや公共施設は、複数の部署で管理を行っており、『本計画』を実施していくた

めには、全てのインフラに対して総合的な視点をもって推進していかなくてはなりませ

ん。そのため、「インフラマネジメント部門」、「公共施設マネジメント部門」及び「財

政部門」が連携を図り、限られた予算の中で最大限の効果を得られる方策の実施に向けて

取り組みます。 

なお、『本計画』を実施するための市の組織体制は次のとおりです。 

 

 

図４-１-１ 『本計画』を実施するための市の組織体制 
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2 財政的措置 

市では、保健・福祉・生活・環境・文化・学習・都市基盤・産業・行財政運営など、多

岐にわたる分野の事業を行っています。インフラマネジメントは、これらの事業の一つの

取組として、市の限られた財源の中で行うことになります。こうしたことから、各事業に

ついて緊急性や必要性などの優先度を踏まえた全庁的で適切な予算配分が必要です。 

全庁的な予算配分を行う財政部門では、各部署の事業の内容を把握し、長期的な視点か

ら事業の優先度を見据えた予算配分を行います。 

 

 

3 『本計画』の評価と見直し 

『本計画』は、平成３０（２０１８年度）年度から令和３４（２０５２）年度までの３

５年間の期間で取り組みます。この期間の中で、『本計画』の効果を検証するとともに、

府中市公共施設マネジメント推進プランや他の計画の状況と整合を図り、『本計画』の実

施後の評価、維持管理及び補修更新をする上での新技術の導入や新たなインフラ管理の

考え方に基づく施策の導入など、ＰＤＣＡサイクルの考えに基づき、社会情勢の変化など

に応じた柔軟な見直しを行います。 

 

 

図４-３-１ ＰＤＣＡサイクルのイメージ 
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第５章 参考資料 

 

1 『前計画』の評価 

『前計画』の短期計画期間が終了するにあたり、進捗状況や発現した効果について、令

和３年度に府中市インフラマネジメント計画評価等委員会で確認し、評価していただき

ました。 

総評と短期計画の評価等については、次のとおりです。 

 

（1）総評 

市は平成２３年度からインフラマネジメントに取り組み、旧インフラマネジメント

計画を平成３０年度に改定し、『府中市橋梁長寿命化修繕計画』や『府中市道路舗装

長寿命化修繕計画』、『府中駅ペデストリアンデッキ維持管理計画』、『緑の基本計

画２０２０』、『府中市公園施設長寿命化計画』、『府中市下水道マスタープラン２

０２０』を策定するなど、インフラ管理における具体的な経費見通しを確認したうえ

で、ＰＤＣＡサイクルにより進捗状況を確認する取組を継続している。 

本委員会では、『前計画』の平成３０年度から令和３年度までの短期計画期間にお

ける２８施策の実施状況と経費削減効果を検証した結果、特に道路占用料の適正化、

大径木の間引き、道路等包括管理事業等が効果を上げていると評価できる。 

本委員会は、現状の施策を推進することに加え、次に挙げる事項を中心に中期計画

期間に取り組むことを推奨する。 

① 橋りょう等の大型構造物及び道路附属物の安全点検や補修更新の取組 

② 府中市総合計画等にあわせた本計画の見直し 

③ バランスに配慮するとともに、インフラの特性に応じた府中市公共施設等総合

管理計画の運用 

④ インフラ管理に対する市民の理解を得るとともに、市民自身でできる取り組み

を推進するための取組 

中期計画期間以降に経費削減効果を期待できる『府中市橋梁長寿命化修繕計画』や

『府中市道路舗装長寿命化修繕計画』、『府中市公園施設長寿命化計画』や『公園管

理の在り方に関する方針』等に基づく補修、修繕、更新等が確実に実施されることを

強く期待する。 
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（2）短期計画について 

短期計画期間で施策を実施したことにより得られる歳入の確保額と歳出の削減額

を合わせると、年間約３３，４９１千円／年の経費削減効果があるとの結果となって

いる。 

また、金額が極めて大きく、かつ、将来に渡り効果が期待できる橋りょうの予防保

全施策の補修更新費を除くと、１７７，３２５千円／年の効果がある。これは、『本

計画』で予測した１０４，８７１千円／年の１６９％に相当し、大幅に進捗している

と捉えることができる。 

短期計画期間の職員人件費は、計画に対して短期計画期間の平均で約４，１２５千

円／年（約０．８％）増加している。 

一方、短期計画期間の主な施策では、中期計画期間に予定していたサービス料金の

適正化を先行して実施しているほか、道路占用料の適正化による新たな歳入の確保、

官民連携事業である街路灯や公園灯のＥＳＣＯ事業による電気使用料や環境負荷低

減への貢献、道路等包括管理事業を市全域に拡大したことによる経費削減と市民サー

ビス向上の両立、街路樹や公園樹木の大径木の間引きによる将来的な剪定費用の削減

の各施策が、インフラ管理の効率化に貢献していると認められる。 

なお、『府中市橋梁長寿命化修繕計画』や『府中市道路舗装長寿命化修繕計画』、

『府中市公園施設長寿命化計画』による予防保全や道路等包括管理事業の見直し等の

官民連携施策による効果は、令和４年度からの中期計画期間以降に経費削減効果が得

られることが見込まれている。 

今後は、道路、公園、下水道各施設の安全点検や管理記録の蓄積に最新のデジタル

技術を導入することなどにより維持管理を効率的に行うことで、各施策・取組による

経費削減を継続して推進することが望まれる。 

 

（3）中期計画の実施に向けて 

1） 橋りょう等の大型構造物及び道路附属物の安全点検や補修更新の取組 

橋りょうやアンダーパス、擁壁等の大型構造物及び道路附属施設については、施

設の老朽化に加え近年のゲリラ豪雨等の頻発を考慮すると、不測の劣化や倒壊を招

かないよう劣化状況を継続的かつ効率的に把握し、定期的な安全点検や管理記録の

蓄積等を行い、予防保全に活用すべきである。 

 

2） 府中市総合計画等にあわせた本計画の見直し 

本委員会による評価結果を踏まえ、令和４年度から運用する『第７次府中市総合

計画』に沿って現在の施策の見直しや必要に応じた新たな取組の追加を行い、より

実効性があるインフラマネジメント計画とするべきである。 
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3） バランスに配慮するとともに、インフラの特性に応じた府中市公共施設等総合管

理計画の運用 

公共建築物とインフラの総合的なマネジメントを推進するため、双方が連携して

バランスに配慮した財政運営が必要である。そのため、人口減少や少子高齢化によ

る財政の圧迫を考慮しつつ市全体としてインフラ管理の重要性を認識し、ＰＤＣＡ

サイクルにおいて施策・取組の実績や効果を確認する必要がある。また、量を大き

く削減すると市民の生命や財産の安全に直結してしまうインフラの特性に対応して、

必要なインフラ予算を確保できるように大胆に予算配分を見直すべきである。 

 

4） インフラ管理に対する市民の理解を得るとともに、市民自身でできる取り組みを

推進するための取組 

現在のインフラ管理水準を維持できなくなると、道路の陥没や橋りょうの落下等

により日常生活を続けることができなくなる危険性がある。 

市民は、インフラ管理をすることは絶対に必要であることを理解するとともに、

市民自身でできる取り組みを主体的に進めるべきである。 

市は、市民の理解を得られるよう、広報誌を活用するなどにより一層積極的に働

きかけ、インフラを大切に利用してもらうことや市のインフラ管理をサポートする

意識を持ってもらえるような市民協働の施策をさらに講じるべきである。 

 

5） 新たな視点について 

近年のＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：２０１５ 年９ 月の国連サミ

ットで採択された２０３０ 年までに持続可能な国際開発目標）やＥＳＧ［環境

（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance）に配慮した企業活動］

等の社会的価値観の変化に沿った活動を市や関連する委託事業者等の企業が取り組

むことを検討するなど、さらに全国の自治体のモデルケースとなるよう次期府中市

インフラマネジメント計画ではこれまで以上に効果のある施策・取組の策定を大い

に期待する。 
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（4）「評価等委員会」の評価体制 

『前計画』は、次の組織により評価しました。 

 

1） 外部組織 

適切な評価とするために、各専門分野から選出した外部の委員で構成する、「府中

市インフラマネジメント計画評価等委員会」を設置し、『府中市インフラマネジメン

ト計画の評価等について（報告書）』を作成しました。なお、「評価等委員会」委員

は次のとおりです。 

 

表５-１-１ 「評価等委員会」委員 

役職 選出区分 委員名 備考 

副委員長 学識経験者 金子 雄一郎 日本大学理工学部教授 

 学識経験者 谷垣 岳人 石井法律事務所弁護士 

委員長 学識経験者 根本 祐二 東洋大学経済学部教授 

 学識経験者 金城 琢磨 
RSM 清和監査法人 
パートナー公認会計士 

 
むさし府中商工会議所の 

推薦する者 
土方 康志 

むさし府中商工会議所 
建設業部会部会長 

 
府中市自治会連合会の 

推薦する者 
池沼 恵美 押立１丁目自治会長 

※ ５０音順、敬称略 

※ 備考内の肩書きは委員委嘱時のものです。 
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2） 「評価等委員会」の経緯 

『府中市インフラマネジメント計画の評価等について（報告書）』作成の経緯は

次のとおりです。 

 

表５-１-２ 「評価等委員会」の経緯 

年月日 議題・議事内容 

令和３年  ５月１１日 

第１回「評価等委員会」 

①委員長及び副委員長の選任 

②府中市インフラマネジメント計画の取組について 

③府中市インフラマネジメント計画の短期計画の進捗状況について 

④府中市インフラマネジメント計画の検証方法について 

１０月 ５日 

第２回「評価等委員会」 

①委員意見に対する対応等について 

②取組・施策の短期計画期間での効果について 

令和４年  ２月 ７日 

第３回「評価等委員会」 

①施策・取組の短期計画期間での効果について 

②府中市インフラマネジメント計画評価等について（報告書）（案）

について 

３月 ２日 
「評価等委員会」より『府中市インフラマネジメント計画評価等につ

いて（報告書）』を市長へ答申 
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「評価等委員会」の様子 

 

 

 

答申の様子 
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2 『本計画』の検討  

（1）「改定検討協議会」の体制 

『本計画』は、次の組織により検討しました。 

 

1） 外部組織 

適切で実効性のある計画とするために、各専門分野から選出した外部の委員で構成

する、「府中市インフラマネジメント計画改定検討協議会（以下「改定検討協議会」

といいます。）」を設置し、答申を踏まえた上で『本計画』を策定しました。なお、

「改定検討協議会」委員は次のとおりです。 

 

表５-２-１ 「改定検討協議会」委員 

役職 選出区分 委員名 備考 

副会長 学識経験者 金子 雄一郎 日本大学理工学部教授 

 学識経験者 髙山 清子 
日本公認会計士協会 
東京会三多摩会 幹事 

 学識経験者 谷垣 岳人 石井法律事務所弁護士 

会長 学識経験者 根本 祐二 東洋大学経済学部教授 

 
むさし府中商工会議所の

推薦する者 
土方 康志 

むさし府中商工会議所 
副会頭 

 
府中市自治会連合会の 

推薦する者 
松木 紀美子 

府中市自治会連合会 
総務部長 

※ ５０音順、敬称略 

※ 備考内の肩書きは委員委嘱時のものです。 
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2） 内部組織  

今回の改定業務においては、業務改善の一環として、庁内検討会を発足せず、対

象課を精査したうえで、各課への照会形式での意見聴取を原則としました。なお、

改定検討協議会に出席した部署及び意見聴取を実施した部署は次のとおりです。 

 

表５-２-２ 「改定検討協議会」出席部署 

所属 

都市整備部 
公園緑地課 

下水道課 

※ 事務局は都市整備部道路課 

 

表５-２-３ 意見聴取を実施した部署 

所属 

政策経営部 
政策課 

財政課 

総務管理部 建築施設課 

※ 部課名は意見聴取実施時（組織順） 
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3） 『本計画』改定の経緯 

『本計画』改定の経緯は次のとおりです。 

 

表５-２-４ 改定の経緯 

年月日 議題・議事内容 

令和６年  ５月１４日 

第 1 回「改定検討協議会」 

①会長及び副会長の選出 

②今後の進め方について 

③府中市インフラマネジメント計画（２０１８年度）の令和５年度の

取組及び進捗状況について 

④府中市インフラマネジメント計画改定方針（案）について 

７月 ９日 

第 2 回「改定検討協議会」 

①取組の変更案について 

②中期計画及び長期計画（事務局案）について 

③府中市インフラマネジメント計画（２０２４年度）１章・２章・５

章の体裁確認について 

９月１３日 

第 3 回「改定検討協議会」 

①目次について 

②ＤＸの推進に関する特設ページについて 

③各取組に関する表記方法について 

④効果額に関する表記方法について 

⑤タイトル案及びイラスト採用方法等について 

１１月１９日 

第 4 回「改定検討協議会」 

①府中市インフラマネジメント計画（案）について 

②タイトルについて 

③今後のスケジュールについて 

１２月２０日 「改定検討協議会」より諮問への答申を市長へ回答 

令和７年  ２月 『府中市インフラマネジメント計画２０２５（案）』策定 

  ２月～３月 パブリックコメント手続きの実施 

 『府中市インフラマネジメント計画２０２５』策定 
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「改定検討協議会」の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答申の様子 
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3 用語の解説 

『本計画』の用語の解説は次のとおりです。 

 

索引用語 用語解説 

 あ 行 

1 アンダーパス 
交差する鉄道や道路などの下を通過するため、周辺よ

り低くなっている道路のこと。 

2 一般会計 

特別会計や公営企業会計を除く会計のこと。インフラ

のほか福祉、教育などの行政運営の基本的な経費を計

上している。 

3 一般市道 市道のうち、幹線市道以外の道路のこと。 

4 インフラ長寿命化基本計画 

国が、平成２５年度に策定した基本計画のこと。イン

フラ管理者（主に地方公共団体）にインフラの安全性

の向上及び効率的な維持管理を実現するために、行動

計画と個別施設計画の策定を義務付けることを目的

としている。 

5 インフラマネジメントシステム 
市が管理するインフラの情報を電子データ化し、一元

化するためのシステムのこと。 

6 大型構造物 

市内の鉄道や道路部との交差箇所に存在するアンダ

ーパスや地下通路部に設置している構造物のこと。

『本計画』では、ボックスカルバート、擁壁、その他

（西府駅自由通路）の総称として用いている。 

か 行 

7 街路灯 
車道及び歩道に設置されている交通安全灯や防犯灯

の総称のこと。 

8 拡幅 道路や通路などの幅員を広げること。 

9 管きょ 汚水及び雨水を流す管のこと。 
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索引用語 用語解説 

10 幹線市道 
市道のうち、道路交通の骨格となる道路のこと。通り

名称を付与している。 

11 企業債償還費 起債による債務の返済に充てる費用のこと。 

12 起債 
地方自治法第２３０条の規定に基づき地方債を発行

すること。 

13 協働 

市民や市内で活動している団体、企業、市役所など、

異なる立場の人たちが、それぞれの得意分野をいか

し、協力して地域の様々な問題を解決すること。 

14 橋りょう 

鉄道・水路などの上に架渡す構造物のこと。一般車両

が通行する道路橋と、歩行者及び自転車が通行する歩

道橋がある。 

15 クラウドファンディング 
特定の目的のため、主にインターネットを通じて個人

や企業から資金を集める仕組みのこと。 

16 経過措置 

一般的に、新しい制度や体制に移行する際に、発生す

る不利益や不都合を極力少なくするために取られる

措置のこと。『本計画』では、平成２９年度の府中市

道路占用料徴収条例の一部改正に伴い、占用者の負担

が急激に増大することを避けるために設けた措置の

こと。改正後の道路占用物件の単価が、改正前の単価

に１．３を乗じて得た額を超える場合は、改正後の単

価に至るまで、毎年度、その前年度の単価に１．３を

乗じて得た額を徴収する。 

17 建設改良費 
地方公営企業が行う新規もしくは、増改築の工事など

に要する資金のこと。 

18 建築限界 

道路において、構造物等により車両や歩行者の交通の

安全性・円滑性に支障をきたすことを防ぐために定め

ている、構造物を配置してはならない一定の幅、一定

の高さの範囲のこと。 
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索引用語 用語解説 

19 公営企業会計 

民間企業と同じように事業収入によって運営してい

る会計のこと。府中市では、競走事業及び下水道事業

で構成されている。 

20 公園管理の在り方に関する方針 

府中市緑の基本計画２０２０に掲げる緑の将来像実

現に向け、令和３年度に策定した、公園・緑地等の維

持管理、運営及び活用を進めるための公園管理の在り

方に関する方針のこと。 

21 公共施設 
インフラを除いた、市が所有する庁舎や学校などの公

共建築物のこと。 

22 交通安全灯 
街路灯のうち、交通の安全を確保することを目的とし

て設置する照明灯のこと。 

23 行動計画 

国が策定したインフラ長寿命化基本計画の中で市に

策定要請があった、公共施設等の維持管理や更新等に

関する中長期的な方向性を明らかにする目的を持っ

た計画のこと。 

24 固定資産評価額 

総務大臣が定めた固定資産評価基準に基づいて市長

が固定資産税額を計算する基になる価格のこと。３年

ごとに見直し（評価替え）を行う。 

25 個別施設計画 

国が策定したインフラ長寿命化基本計画の中で市に

策定要請があった、個別施設ごとの具体的な対応方針

を定める目的を持った計画のこと。 

26 コミュニティガーデン講座 

都市整備部公園緑地課が主催している、市内の公園を

モデルに、コミュニティガーデンを運営するための知

恵や知識、植栽デザインの手法や園芸作業の技術を学

ぶ講座のこと。 
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索引用語 用語解説 

さ 行 

27 歳出 
単年度における市の一切の支出のこと。歳出には、民

生費、教育費、土木費、総務費、衛生費などがある。 

28 歳入 
単年度における市の一切の収入のこと。歳入には、税

収、使用料収入、起債などがある。 

29 市有通路 
市道ではないため、道路法の規定が適用されないが、

市で所有し、一般交通の用に供している通路のこと。 

30 事業収入 
私道整備事業において、受益者負担の観点から申請者

が負担する費用のこと。 

31 事後保全 
損傷や故障に気づいてから対策を講じ、故障や破損を

補修する手法のこと。⇔ 予防保全 

32 市政世論調査 

市政に対する意見及び要望を聴き、施策に対する市民

の考えを把握することで、今後の市政運営上の参考に

することを目的として毎年実施している調査のこと。 

33 指定管理者制度 

市が設置する「公の施設」の管理運営について、個人

を除く民間事業者に委ねることを可能とする制度の

こと。多様化する市民ニーズに、より効果的、効率的

に対応するため、公の施設の管理に民間の能力を活用

しつつ、市民サービスの向上と経費の削減等を図るこ

とを目的としている。 

34 自動車重量譲与税 

市町村の道路財源に充当するために創設された地方

譲与税のこと。当分の間、国が徴収した自動車重量税

額の４３１／１０００が譲与分となり、そのうち４０

７／４３１が市町村に譲与される。現在使途は、道路

財源に限定されていない。 



 
 

127 

 

索引用語 用語解説 

35 市民意識調査 

第７次府中市総合計画に掲げた各施策の重要度や満

足度、指標の現状値などを把握し、今後の市政運営に

活用していくために実施している、総合計画に関する

市民意識調査のこと。 

36 市民協働まつり 

府中市の１１月の市民協働推進月間に合わせて開催

する、市民協働の周知や団体間の交流を目的とした取

組のこと。 

37 集水ます 
道路及び歩道の雨水を集めて排水するための道路附

属物のこと。 

38 受益者負担 

サービス又は施設を利用する市民と、利用しない市民

の公平性を考慮し、利用する「受益者」が費用を負担

するという考え方のこと。 

39 植樹ます 

主として街路樹を植栽するために、歩道、自転車道及

び自転車歩行者道の一部に、縁石等で区画して設けら

れる植栽地のこと。 

40 処理区 処理場の系統別に分割した汚水の処理区域のこと。 

41 スポットパーク 
市民の憩いの場として設置している、小規模な公園の

こと。 

42 占用 
道路や公園に一定の施設を設置し、相当程度の固定性

をもって反復・継続して道路や公園を使用すること。 

た 行 

43 第７次府中市総合計画 

総合計画は、市の最上位計画として、市の将来の長期

的な展望の下に、市政のあらゆる分野を対象とした、

総合的かつ計画的なまちづくりの指針を定めた計画

のこと。第７次は令和４（２０２２）年度から令和１

１（２０２９）年度の８年間を計画期間とする。 
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索引用語 用語解説 

44 地方揮発油譲与税 

市町村の道路整備を促進するために創設された地方

譲与税のこと。国が徴収した地方揮発油税の４２／ 

１００に相当する額を道路台帳に記載されている延

長及び面積によりあん分した額が、市町村に譲与され

る。 

45 長寿命化修繕計画 

施設の点検結果に基づき、長寿命化及び維持管理費の

縮減・平準化を図るために必要な修繕時期等を定めた

計画のこと。 

46 東京都屋外広告物条例 
良好な景観の形成、風致の維持及び公衆への危害防止

を目的とする規制を定めた条例のこと。 

47 道路クリーンアッププロジェクト 

市主催でごみ拾いや落ち葉掃きを行い、市民等と協働

で道路の維持管理を行うための機運の醸成を目的と

したイベントのこと。 

48 道路等包括管理事業 

民間事業者のノウハウを活用し、市が発注する複数の

業務委託を、まとめて委託する事業のこと。市民サー

ビスの向上及び管理経費の増大の抑制を図ることを

目的とする。 

49 道路反射鏡 

見通しの悪い交差点やカーブにおいて、ドライバーか

ら死角となる箇所にいる車や歩行者の存在が確認で

きる道路附属物のこと。カーブミラーともいう。 

50 特別会計 
個別の事業の状況や資金運営を明確化するため、特定

の歳入・歳出を区分して経理を行う会計のこと。 

51 都市公園 

都市公園法に基づき、市が設置した公園又は緑地のこ

と。都市公園の役割としては、都市環境の改善や、都

市の防災空間、レクリエーション、コミュニティ活動

の場、動植物の生息や生育空間、地域活性化の拠点な

どが挙げられる。 
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索引用語 用語解説 

は 行 

52 バリアフリー 

障害のある人が社会生活をしていくうえで妨げとな

る障壁を除去するという意味で、建物や道路などの段

差など、生活環境上の物理的障壁の除去を言うことが

多いが、より広く社会参加を困難にしている社会的・

制度的・心理的なすべての障壁の除去という意味でも

用いる。 

53 腐食 
金属材料が化学的、電気的にその表面から浸食され、

変質・消耗していくこと。 

54 
府中駅ペデストリアンデッキ維持

管理計画 

令和元年度に策定した、計画的かつ予防的な修繕を行

うことで施設の長寿命化を図り、老朽化する施設の維

持管理コストの縮減と予算の平準化を行うことを目

的とした、ペデストリアンデッキに関する計画のこ

と。 

55 
府中市インフラマネジメント白書 

（２０２３年度） 

インフラマネジメントの方向性を示すに当たり、施設

や業務の現状及び課題等の把握、施設の管理に係る将

来経費の予測などの結果をまとめた行政資料のこと。

平成３０年３月に改定した『前白書』を令和６年３月

に改定。 

56 府中市街路樹の管理方針 

「安全性の確保」、「良好な環境と景観の形成」及び

「維持管理費の軽減」を考慮しながら街路樹の課題を

整理すると同時に、あるべき姿を構築することにより

今後の街路樹の管理方針・対策を示すものとして令和

６年度に改定した方針のこと。 

57 府中市橋梁長寿命化修繕計画 

平成２９年度に策定し、令和４年度に一部見直しを行

った、管理橋梁の老朽化対策を図るため、長寿命化と

安全性の確保、維持管理コストの縮減と平準化を目的

とした計画のこと。 
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索引用語 用語解説 

58 府中市公園施設長寿命化計画 

令和元年度に策定し、令和５年度に改定した、公園施

設の適正な点検や予防保全型の維持管理を行い、施設

の長寿命化対策及び計画的な修繕、改築、更新を行う

ことを目的とした計画のこと。 

59 
府中市公共下水道ストックマネジ

メント計画 

計画的な点検・調査結果から、修繕・改築の必要性や

優先順位等の基本方針、改築方法・時期・費用等の実

施計画を取りまとめた下水道に関する計画のこと。 

60 府中市下水道事業経営戦略 

令和２年度に策定した、府中市下水道マスタープラン

２０２０に基づき、令和３年度から令和１２年度まで

の１０年間を計画期間とし、公営企業の経営基盤強化

と財政マネジメントの向上を図ることを目的とした

計画のこと。 

61 
府中市下水道マスタープラン２０

２０ 

平成２３年度に策定し、令和２年度に改定した、将来

の下水道の整備方針及び経営方針を示すことを目的

とした計画のこと。 

62 
府中市公共施設マネジメント推進

プラン 

公共施設に関する老朽化の進行や、健全財政の維持、

多様化する市民ニーズへの対応などの課題に対し、市

民共有の財産である公共施設を、将来にわたって、適

正な規模で維持していくための取組を着実に進めて

いくことを目的とした計画のこと。 

63 府中市公共施設等総合管理計画 

平成２８年度に策定し、令和３年度に改定した、公共

施設及びインフラの現況や課題を整理し、公共施設と

インフラの総合的かつ計画的な維持管理に連携して

取り組むための計画のこと。 
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索引用語 用語解説 

64 
府中市人口ビジョン及び府中市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略 

本市の人口の現状分析及び目指すべき将来的な展望

を示し、人口問題に関する市民の認識の共有を図るた

めに令和４２（２０６０）年までを対象とする府中市

人口ビジョンを策定するとともに、その長期的な展望

の実現に向け、まち・ひと・しごとの創生に関する５

年間の目標や施策を定める戦略として平成２７年度

に策定し、令和元年度に改定した計画のこと。 

65 府中市道路占用料徴収条例 

道路法第３９条の規定により市が徴収する道路の占

用料の額及び徴収方法を定めることを目的とする条

例のこと。 

66 府中市道路舗装長寿命化修繕計画 

令和２年度に策定した、舗装の長寿命化やライフサイ

クルコスト（ＬＣＣ）の最適化を行うとともに、補修

更新の優先順位を複合的に検証し、適切なコストで管

理状態を維持し、事業費の平準化を目指すことを目的

とした、道路舗装に関する計画のこと。 

67 府中市都市計画マスタープラン 

平成１４年度に策定し、令和３年度に改定した、府中

市都市計画に関する基本的な方針の別称で、「きずな

を紡ぎ 未来を拓く 心ゆたかに暮らせるまち 府

中」の実現に向けて、市全体のまちづくりの方針とす

ることを目的とした計画のこと。 

68 府中市緑の基本計画２０２０ 

平成２１年度に策定し、令和元年度に改定した、緑の

視点から見た府中市の将来像を描き、今後の市の緑地

の保全と緑化の推進に関する施策を展開していくた

めの指針とすることを目的とした計画のこと。 

69 ふちゅうロケーションサービス 

映画やドラマなどの撮影支援を行う、府中市のロケー

ションサービスのこと。映像作品を通じて市の魅力を

発信することを目的としている。 

70 ふるさと納税 

自分の生まれ故郷や応援したい地方公共団体などに

対して寄附を行うことで、一定の上限まで寄附額のう

ち２，０００円を越える部分が所得税及び個人住民税

から控除される制度のこと。 
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索引用語 用語解説 

71 ペデストリアンデッキ 
広場と横断歩道橋の機能を持ち、建物と接続して整備

した、歩行者の通行専用道路のこと。 

72 便益施設 
都市公園法第２条第２項第７号に定める、飲食店、売

店、駐車場、便所その他の施設のこと。 

73 法定外公共物 
道路法、下水道法、河川法の適用を受けない土地のう

ち、インフラとして管理する市有地のこと。 

74 防犯灯 
街路灯のうち、防犯対策を目的として設置する照明灯

のこと。 

75 補助金 
行政上の目的に合わせて市に無償で交付される、現金

給付のこと。 

76 ボックスカルバート 
道路、水路、通路など各種の用途に使用する箱型の構

造物のこと。 

77 歩道改良工事 
安全かつ快適な歩行空間確保のため、中低木及び植栽

帯の撤去や横断防止柵の設置を実施する工事のこと。 

や 行 

78 擁壁 
崖や盛り土の側面が崩れ落ちるのを防ぐために築く

壁状の構造物のこと。 

79 予防保全 

損傷や故障が起きる前に対策を講じ、その後の故障や

破損による機能不全が起きにくくする手法のこと。 

⇔ 事後保全 

ら 行 

80 ライフサイクルコスト 
計画、設計、施工、維持管理、解体及び廃棄までに要

する管理経費の総額のこと。 
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索引用語 用語解説 

81 立体横断施設等 

車道または鉄道の路面を横断する歩行者や自転車利

用者などを立体的に分離することにより、安全に通行

することを目的に設置する構造物のこと。『本計画』

では、ペデストリアンデッキ、エレベーター、エスカ

レーターの総称として用いている。 

82 緑被率 

上空から地上を見た時に、樹木・樹林、草地、農地な

ど植物によって覆われた土地が市全域に占める面積

割合のこと。 

83 路面下空洞調査 
路面下にある道路陥没の原因となる空洞の調査のこ

と。 

84 路面性状調査 

舗装のひび割れ、わだち掘れ、平坦性及びパッチング

箇所数を調査し、そのデータを基に道路の現状を把握

する調査のこと。 

アルファベット 

85 ＡＩ 

Artificial Intelligence（人工知能）の略称のこと。

人工的に作られた知能を有するソフトウェアやシス

テムのこと。 

86 ＤＸ 

Digital Transformation の略称のこと。ICT の浸透が

人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させ

ること。 

87 ＥＳＣＯ事業 

Energy Service Company 事業の略称のこと。民間事業

者が省エネルギーに関する設計や施工、既存施設を含

めた維持管理など、省エネルギー効果を保証する業務

を総合的に請け負う事業を指す。 

88 ＥＳＧ 
Environment（環境）、Social（社会）、Governance（企

業統治）を考慮した投資活動や経営・事業活動のこと。 
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索引用語 用語解説 

89 ＧＩＳ 

Geographic Information System（地理情報システム）

の略称のこと。緯度、経度などの地理的な情報に、関

連するデータを視覚的に表示し、高度な分析や迅速な

判断を可能にする技術。『白書』や『本計画』では、

この技術を利用して位置図作成や分析をしている。 

90 ＩＣＴ 

Information and Communication Technology（情報通

信技術）の略称のこと。従来使用されていた IT（コン

ピュータやネットワークに関わる全ての技術の総称）

に替わって、通信ネットワークによって情報が流通す

ることの重要性を意識して使用されている。 

91 ＩｏＴ 

Internet of Things の略称のこと。自動車、家電、ロ

ボット、施設などあらゆるモノがインターネットにつ

ながり、情報のやり取りをすることで、モノのデータ

化やそれに基づく自動化等が進展し、新たな付加価値

を生み出すこと。 

92 ＬＥＤ 

Light Emitting Diode（発光ダイオード）の略称のこ

と。蛍光灯などの従来の照明器具に比べて交換までの

期間が長いことや、電気料金の削減が見込める半導体

のこと。 

93 ＬｏＧｏフォーム 

自治体職員が電子申請・申込予約・アンケートなどの

フォームを内製し、迅速かつ柔軟な行政 DX を実現で

きる「自治体専用ノーコード電子申請システム」のこ

と。 

94 ＭＣＩ値 

Maintenance Control Index（舗装の維持管理指数）

の略称のこと。舗装の劣化状態をひび割れ率、わだち

掘れ量及び平坦性の３つの組み合わせから数値化し

た指標のことで、１０を最大値として状態が悪いほど

数値が低い。 

95 ＰＤＣＡサイクル 

Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action（改

善）の手順で構成する作業サイクルを継続することに

より、業務を継続的に改善すること。 
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索引用語 用語解説 

96 ＰＰＰ 

Public Private Partnership の略称のこと。市を始め

とする地方公共団体などが提供してきた公共サービ

スに、民間の資金やノウハウを取り入れる手法のこ

と。 

97 ＲＰＡ 

Robotic Process Automation の略称のこと。人間がパ

ソコン上で行っているキーボードやマウス等の端末

操作を記録して自動化するソフトウェアのこと。 

98 ＳＤＧｓ 

Sustainable Development Goals（持続可能な開発目

標）の略称のこと。平成 27 年（2015 年）の国連サミ

ットで採択された令和 12 年（2030 年）までの国際社

会共通の「持続可能な開発目標」のことであり、地球

上の誰一人として取り残さない持続可能で多様性と

包摂性のある社会を実現するため、17 のゴールを提示

している。 
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